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代表世話人 友田 幸一 

 

このたび第 1回耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会から第 17回耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究

会までの講演記録をまとめるにあたり、研究会を代表して一言御礼とご挨拶を申し上げます。 

手術用ナビゲーションシステムは、手術部位の確認をリアルタイムに行いながら、安全で確実な手術が

できることから、技術と経験に頼っていた外科手術に大きな変革をもたらすこととなった。その歴史は

1906年に Horsley-Clarkらによる定位脳手術に端を発する。日本では 1986年、脳神経外科医の渡辺英寿

らによりニューロナビゲーターが開発された。耳鼻咽喉科・頭頸部、顎顔面領域では、1993年に Zinreich、

Mosges らによってアーム式のシステムが始めて使用され、その後、欧州、欧米から相次いで報告がみら

れるようになった。日本では少し遅れること 1995年に西崎ら、黄川田らが初めて症例報告し、その後 1997

年から友田らによって耳鼻咽喉科用手術ナビゲーションシステム（EVANS I）が開発され、本格的に臨床

応用が始まった。 

21 世紀を目前にして、次世代の手術支援機器として手術用ナビゲーションシステムの開発とその臨床

応用における有用性、問題点を検討すること、さらに将来の保険収載を目指して、平成 11 年（1999 年）

に耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会が発足し第１回の研究会が金沢で開催された。当時、日本耳鼻咽喉科

学会の理事長であった小松崎 篤先生（研究会顧問）からは、21世紀医療における新しい分野の重要性、

将来性とユーザーの支援機器としての理解、慎重さを強調された。また特別講演された伊関 洋先生（東

京女子医大脳神経外科）、第２回研究会の土肥健純先生（東大工学部）からは、画像支援ナビゲーション

システムや手術支援ロボットは「外科医の新しい第三の目と手」として将来重要な役割を果たすことにな

るでしょうと発言されたことが当時印象的であった。またこの研究会の特徴は、講演と機器展示を同じ会

場内で行い、ユーザー側の経験や疑問点を医療機器会社が共有し、機器の開発、改良に取り組んでもらう

こと、また会社側からは各機種の最新情報や将来展望を紹介してもらうなど、産学共同でお互いが知識を

共有し意見交換するユニークな会場設営を心掛けてきた。 

平成 15 年の第５回研究会では、全国主要施設ナビゲーション手術アンケート調査 2003 の結果が報告

された。詳細は巻末資料をご参照ください。この頃から手術教育に関する話題が取り上げられるようにな

ってきた。 

第７回研究会からは金沢の地を離れ、北海道大学の福田 諭会長の下で開催され、この頃からナビゲー

ション関連の他に他の手術支援機器の演題も増えてきた。 

第９回研究会では、ナビゲーション手術も多くの施設で行われるようになり、将来の保険収載を意識し

て、「その適応と基準づくりに向けて」と題するシンポジウムが行われた。また第２回目のアンケート調

査 2007 の結果も報告された。この時期に前後して平成 18年には東京大学、東京慈恵会医科大学から「画

像支援ナビゲーションによる内視鏡下鼻内副鼻腔手術」として先進医療が認められ、その後多くの施設か

らの申請が始まろうとしていた。 
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記念すべき第 10 回研究会は、当初から世話人としてご尽力いただいてきた東京慈恵医大の森山 寛会

長の下で開催された。演題数、参加者ともに過去最多を記録し、内容も多岐にわたり、その中でも特に注

目されたのは、これまで未到達の領域であった頭蓋底への経鼻的アプローチがナビゲーションシステム

を応用することで初めて可能となったことで、これぞまさに先進の手術革新の例として挙げることがで

きる。 

丁度、研究会発足 10年が経とうとしていたこの時に、厚生労働省はこのような新世代の医療機器・技

術は、あくまでも患者さんに安全で確実な医療を提供する手段として位置づけ、平成 20 年（2008 年）4

月に「画像等手術支援加算（ ナビゲーションによるもの）」（加算点数 2000点）が新規医療技術として突

然に保険収載されることになり、耳鼻咽喉科領域の 28項目の手術が適応となった。 

第 11回研究会から、会の名称が「耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会」と改称され、ナビゲー

ションに限らず視野を広げ、最先端医工学・科学技術の進歩と臨床応用を目指して行くことになった。 

それ以降、会を重ねるごとに新たな展開が見られ、第 12回研究会では、初めてロボット手術の話題が

パネルで取り上げられた。第 13 回研究会では、第３回目のアンケート調査 2011 の結果が報告された。

第 14回以降もたびたびロボット手術の話題が取り上げられ、工学系と医学系から専門家による講演が行

われ、次世代の手術支援機器の代表的存在になってきた。第 15回研究会では、展示会場での機器のデモ

ンストレーションに加え、京都大学の手術実習室を利用して、キャダバーを用いた支援機器のハンズオン

が初めて行われた。 

第 16回研究会では、鳥取大学附属病院に新設された低侵襲外科センター手術室の見学があり、まさに

未来のインテリジェント OR が現実化されその完成度の高さに感服した。そして第 17 回研究会では、名

古屋市大の村上会長のアイデアフルな企画で、ウェラブルカメラの臨床応用、最新の画像診断・画像処

理、神経機能モニターなど広い分野にわたる話題提供がなされた。また第４回目のアンケート調査 2015

の結果が報告された。 

17 年間にわたる研究会を振り返り、この分野の技術革新は留まるところを知らず、ますます発展し、

外科臨床に応用されていくものと確信する。 

最後に、第 17回までの研究会をご担当いただいた会長様をはじめ、ご担当教室の皆様、医療機器関連

会社の皆様のご協力、ご支援に感謝し研究会を代表して厚く御礼申し上げます。また耳鼻咽喉科展望会様

には、毎年の研究会報告の掲載などいろいろとご高配を賜りあらためて感謝申し上げます。研究会発足当

初から幹事を務めていただいた村田英之先生、第 13回からは馬場一泰先生に交代しましたが、お二人に

はあらためて感謝申し上げます。今後も手術支援機器の発展と臨床への応用に本研究会が寄与できます

ことを心から願っております。 
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 開 催 日             会   長 

第 1 回 耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会   平成 11 年 11 月 3 日  友田 幸一 （金沢医科大学） 

第 2 回 耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会   平成 12 年 11 月 25 日  友田 幸一 （金沢医科大学） 

第 3 回 耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会   平成 13 年 11 月 24 日  友田 幸一 （金沢医科大学） 

第 4 回 耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会   平成 14 年 11 月 16 日  友田 幸一 （金沢医科大学） 

第 5 回 耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会   平成 15 年 11 月 22 日  友田 幸一 （金沢医科大学） 

第 6 回 耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会   平成 16 年 11 月 13 日  友田 幸一 （金沢医科大学） 

第 7 回 耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会   平成 17 年 8 月 27 日  福田   諭 （北海道大学） 

第 8 回 耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会   平成 18 年 10 月 14 日  宇佐美真一 （信 州 大 学 ） 

第 9 回 耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会   平成 19 年 11 月 24 日  山下 裕司 （ 山 口 大 学 ） 

第 10 回 耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会   平成 20 年 11 月 8 日  森山   寛 （東京慈恵会医科大学） 

第 11 回 耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会  平成 21 年 11 月 14 日  吉崎 智一 （金 沢 大 学 ） 

第 12 回 耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会  平成 22 年 10 月 23 日  中島   務 （名古屋大学 ） 

第 13 回 耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会  平成 23 年１１月 5 日  岸本 誠司 (東京医科歯科大学) 

第 14 回 耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会  平成 24 年 11 月 3 日  鈴木   衞 (東京医科大学) 

第 15 回 耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会  平成 25 年 10 月 12 日  伊藤 壽一 (京 都 大 学 ) 

第 16 回 耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会  平成 26 年 11 月 8 日  北野 博也 （鳥 取 大 学 ） 

第 17 回 耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会  平成 27 年 10 月 17 日  村上 信五 （名古屋市立大学） 
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第１回

開催地　　　　石川厚生年金会館（芙蓉の間）

開催日　　　　平成11年11月3日

会長（所属）　友田　幸一（金沢医科大学）

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

医療情報の可視化と手術戦略  ―ME連携ラボ― 伊 関     洋 東京女子医科大学脳神経センター脳神経外科

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

ナビゲーションシステムの選択,使用指針 友 田 幸 一 金沢医科大学耳鼻咽喉科学教室

前頭洞手術へのナビゲーションの応用 吉 田 智 子 関西医科大学耳鼻咽喉科学教室

名古屋大学における光学式ナビゲーションシステムの使用経験 中 島    務 名古屋大学医学部耳鼻咽喉科学教室

当科におけるナビゲーションシステムの使用経験 藤坂実千郎 富山医科薬科大学耳鼻咽喉科学教室

ナビゲーションシステムが有用であった蝶形骨洞手術の2症例 渋 谷 和 郎 金沢大学医学部耳鼻咽喉科学教室

鼻副鼻腔手術におけるナビゲーションシステムの有用性 山田武千代 福井医科大学耳鼻咽喉科学教室

ステルスナビゲーションシステムを用いた側頭骨手術 寒 川 高 男 和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科学教室

内視鏡下鼻内手術におけるナビゲーションシステムの有用性と問題点 鴻    信  義 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

ナビゲーションが拓く未来のサイナスサージェリー
  -"Insta Trak(R)"内視鏡下鼻内手術専用ナビゲーションシステム-

河 瀬 博 之 日本ストライカー株式会社

ナビゲーションシステムの特徴とENTキット 中 里 行 伸
カールツァイス株式会社
メディカルシステム事業部

ナビゲーションシステムステルスステーションの耳鼻咽喉科領域への
応用と今後の発展性

山 田 敏 治
小林ソファモアダネック(株)
サージカルナビゲーション部

CAS(Computer-Assisted Surgery)の未来について 荒 井 博 史 冨木医療器株式会社

第２回

開催地　　　　金沢市文化ホール

開催日　　　　平成12年11月25日

会長（所属）　友田　幸一（金沢医科大学）

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

コンピュータ外科の現状と将来 土 肥 健 純 東京大学大学院新領域創成科学研究科

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

ナビゲーションサージャリーの適応となった症例 三 澤 逸 人
名古屋大学大学院医学研究科
頭頸部・感覚器科学講座耳鼻咽喉科学教室

眼症状を伴った副鼻腔嚢胞に対するナビゲーションシステムの
使用経験

柿 本 晋 吾 大阪北逓信病院耳鼻咽喉科

アレルギー性鼻炎に対するナビゲーション下,翼口蓋神経節節後線維
(後鼻枝)へのCryosurgeryの試み

古 川 昌 幸 大阪北逓信病院耳鼻咽喉科
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ナビゲーションシステムを利用した内視鏡下前頭洞嚢胞開放術 鴻     信 義 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

翼口蓋窩手術に対するナビゲーションシステムの使用経験 川 村 繁 樹 関西医科大学洛西ニュータウン病院

ステルスナビゲーションシステムを用いた耳鼻咽喉科領域の手術 九 鬼 清 典 和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科

Navigatiom systemの適応と問題点  ー内視鏡下鼻内手術に関してー 竹 内 直 信 東大病院耳鼻咽喉科・聴覚音声外科

鼻副鼻腔領域におけるナビゲーションサージャリーの適応と限界 三 輪 高 喜 金沢大学医学部耳鼻咽喉科学教室

当科におけるナビゲーションシステムの使用経験 佐 藤 圭 司 信州大学医学部耳鼻咽喉科学教室

当科におけるナビゲーションシステムの使用経験(第2報) 藤坂実千郎 富山医科薬科大学耳鼻咽喉科学教室

北大における光学式ナビゲーションシステムの使用経験 佐 伯 昌 彦
北海道大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

オープンMRIとリアルタイムアップデートナビゲーション 杉 浦     円 東京女子医科大学医用工学研究施設

システムからみたナビゲーション手術の今後
  － ユーザーとメーカーの求めるもの－

村 田 英 之 金沢医科大学耳鼻咽喉科学教室

ナビゲーションシステムLandmarXの特徴及び改良点と今後の展望に
ついて

染 谷     豊
小林製薬(株)小林メディカル事業部
イメージガイドシステム製品担当

Evansの将来 荒 井 博 史 冨木医療器株式会社

新世代ナビゲーションシステムベクタービジョンコンパクトの耳鼻咽喉科
領域への応用と今後のニューテクノロジー

山 岡 保 人 ブレインラボ株式会社

副鼻腔手術用ナビゲーションシステム
  ー" Insta Trak(R)"内視鏡下鼻内手術用ナビゲーションシステムー 重 藤 暁 洋 日本ストライカ一株式会社特機部

第３回

開催地　　　　石川厚生年金会館（芙蓉の間）

開催日　　　　平成13年11月24日

会長（所属）　友田　幸一（金沢医科大学）

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

Image guided neurosurgery 加 藤 天 美 大阪大学大学院医学系研究科脳神経外科

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

ナビゲーションシステム下に行った経迷路法による聴神経腫瘍の1例 藤 原 啓 次 和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科学教室

経中頭蓋窩聴神経腫瘍手術におけるナビゲーションの使用経験 内 藤     泰 京都大学医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科

側頭骨手術における光学式ナビゲーションシステムの使用経験 福 田     諭
北海道大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

耳科手術におけるナビゲーションシステムの応用
  ― マーカーの位置,レジストレーションの工夫について―

友 田 幸 一 金沢医科大学耳鼻咽喉科学教室

頭蓋底手術におけるナビゲーションシステムの応用 伊 藤     卓 東京医科歯科大学医学部耳鼻咽喉科学教室

イメージガイド下に行った術後性前頭洞嚢胞に対するmodified Lothrop
procedureの1例

久 保 伸 夫 関西医科大学男山病院耳鼻咽喉科

難治性アレルギー性鼻炎に対するナビゲーションシステムの使用経験 柿 本 晋 吾 大阪北逓信病院耳鼻咽喉科

脳外科ナビゲーション装置CANS Navigator NTの使用経験 駒 田 一 朗  社会保険滋賀病院耳鼻咽喉科

当科におけるナビゲーションシステムの使用経験(第3報)
  ―誤差と対策について―

藤坂実千郎 富山医科薬科大学耳鼻咽喉科学教室

 55



鼻副鼻腔領域の腫瘍性病変に対するナビゲーションサージャリー 鴻     信 義 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

鼻・副鼻腔神経鞘腫でのナビゲーションシステムの使用経験 堀 池     修 山口大学医学部耳鼻咽喉科学教室

ナビゲーション下に摘出し得た深部埋没性上顎嚢胞の1例 堀 川     勲
金沢大学大学院医学系研究科脳医科
学専攻脳病態医学感覚運動病態学

当科におけるIVMR下鼻内視鏡手術の展開 桜 井 弘 徳 滋賀医科大学耳鼻咽喉科学教室

ボリュームレンダリングによる3次元画像表示のナビゲーションへの
応用の可能性に関して

加 納     滋 加納耳鼻咽喉科医院

"The Smarter Vision(R)"ストラィカーナビゲーションシステム"
耳鼻咽喉科領域モジュール"のご紹介

重 藤 暁 洋 日本ストライカー株式会社

Evansの新機能 荒 井 博 史 冨木医療器株式会社

耳鼻科手術ルチン使用のための新たなナビゲーション操作環境 山 岡 保 人
ブレインラボ・ベクタービジョンシステム
ブレインラボ株式会社

ナビゲーションシステムLandmarXの改良点と新しいトピックスについて 染 谷     豊
小林製薬(株)小林メディカル事業部
イメージガイドシステム製品担当

 

第４回

開催地　　　　石川県教育会館

開催日　　　　平成14年11月16日

会長（所属）　友田　幸一（金沢医科大学）

パネルディスカッション

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

耳鼻咽喉科におけるナビゲーション手術のあり方
  ― 機器,手技―

村 田 英 之 金沢医科大学耳鼻咽喉科学教室

耳鼻咽喉科におけるナビゲーション手術のあり方  ― 耳科領域― 千 田 英 二
北海道大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

耳鼻咽喉科におけるナビゲーション手術のあり方  ― 3:鼻科領域― 鴻     信 義 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

頭蓋底を中心とした頭頸部領域の手術におけるナビゲーションシステム
の有用性について

岸 本 誠 司  東京医科歯科大学頭頸部外科

ナビゲーションシステムの普及度に関しての課題と将来像を探る 竹 川     宏 冨木医療器株式会社

手術用Navigation systemの現状と今後 山 田 敏 治 メドトロニックソファモアダネック株式会社

ナビゲーションシステム下に行った経迷路法による聴神経腫瘍手術
  ― 第2報―

藤 原 啓 次 和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科

下垂体支援手術  ― 術中透視とナビゲーションの比較― 綿 貫 浩 一 山口大学医学部耳鼻咽喉科学教室

ナビゲーション手術が有用であった異常茎状突起症例 内 田     光 金沢医科大学耳鼻咽喉科学教室

術前レジストレーションの工夫 三 澤 逸 人
名古屋大学大学院医学系研究科
頭頸部・感覚器外科学講座　耳鼻咽喉科学教室

当院におけるナビゲーションシステムの使用経験と小工夫 柿 本 晋 吾 大阪北逓信病院耳鼻咽喉科

ナビゲーションシステムの誤差と対策 藤坂実千郎 富山医科薬科大学耳鼻咽喉科学教室

当院におけるナビゲーションシステムの使用状況 竹 内 直 信 東大病院耳鼻咽喉科・聴覚音声外科

手術ナビゲーションシステム「TREON」の使用経験
  ― 精度向上のための工夫―

湯 浅 貴 文
日本私立学校振興共済事業団
東京臨海病院耳鼻咽喉科

レーザーレジストレーション(FAZERTM)を用いたナビゲーション手術 工     穣 信州大学医学部耳鼻咽喉科学教室

耳鼻科手術を考慮した次世代ナビゲーション操作環境 藤 本     毅 ブレインラボ株式会社
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Stealth Stationナビゲーションシリーズ  ―今後の展開について― 木 下 太 郎
メドトロニックソファモアダネック株式会社
サージカルナビゲーション事業部

Evans 荒 井 博 史 冨木医療器株式会社

The Smarter Vision"ストライカーナビゲーションシステム耳鼻咽喉科領
域モジュール"の紹介

小 野 真 一 日本ストライカー株式会社技術部先進機器

第５回

開催地　　　　金沢市文化ホール

開催日　　　　平成15年11月22日

会長（所属）　友田　幸一（金沢医科大学）

パネルディスカッション

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

人死体標本を用いた手術トレーニング 鴻     信 義 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

ヒト精密模型による手術支援技術― 現実は仮想に優る― 山 下 樹 里
独立行政法人産業技術総合研究所
人間福祉医工学研究部門

バーチャルリアリティ技術を応用した手術シミュレーションシステム 服 部 麻 木
東京慈恵会医科大学
高次元医用画像工学研究所

ナビゲーション開発の歴史 荒 井 博 史 冨木医療器株式会社

"Tｈe Smarter VisionR"ストライカーナビゲーションシステム"
耳鼻咽喉科領域モジュール"の紹介

重 藤 暁 洋 日本ストライカー株式会社

耳鼻咽喉科領域におけるナビゲーションの利用 木 下 太 郎
メドトロニックソファモアダネック株式会社
サージカルナビゲーション事業部

耳鼻科手術専用ナビゲーションプラットフォームと器具を含めた
統合システム

藤 本     毅 ブレインラボ株式会社

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

ナビゲーション手術の現状
  ―全国主要施設耳鼻咽喉科アンケート結果より―

友 田 幸 一 金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科

ナビゲーションシステム下に行った外耳道形成術の2例 小 口 智 啓 信州大学医学部耳鼻咽喉科学教室

ナビゲーションシステムを用いた真珠腫性中耳炎の手術経験 下 郡 博 明 山口大学医学部耳鼻咽喉科学教室

ナビゲーションシステム下に行った経迷路法による聴神経腫瘍手術
  ―第3報―

藤 原 啓 次 和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

側頭骨立体モデルの手術練習と術前プランニングへの応用 鈴 木     衞 東京医科大学耳鼻咽喉科学教室

前頭蓋底腫瘍摘出手術におけるナビゲーションの役割 高 橋 直 人 東京医科歯科大学耳鼻咽喉科

側頭骨線維性骨異形成症の手術― ナビゲーションシステムの
シミュレーション手術への応用―

林 智     誠 国立がんセンター東病院頭頸科

頭蓋底手術を行った副鼻腔横紋筋肉腫の1例 八 木 清 香 金沢大学大学院医学系研究科感覚運動病態学

環椎由来脊索腫切除術における頭蓋底用ナビゲーションシステム
応用例

安 里     亮
京都大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

精密ヒト鼻腔モデルを用いたナビゲーション下鼻内内視鏡手術の
教育・トレーニングシステム

竹 村 博 一 金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科

当科におけるナビゲーションシステムの有用性についての検討 河 本 光 平 大阪北逓信病院耳鼻咽喉科

当科におけるナビゲーション機器使用経験と使用上の問題点について 佐 伯 昌 彦
北海道大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野
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東大病院耳鼻科における頭頸部悪性腫瘍のナビゲーション支援手術 安 藤 瑞 生
東京大学医学部附属病院
耳鼻咽喉科・聴覚音声外科

モールドレジストレーション(鋳型登録)の提案 藤坂実千郎 富山医科薬科大学医学部耳鼻咽喉科学教室

CANS Navigator IIIの新機能 駒 田 一 朗 社会保険滋賀病院耳鼻咽喉科

FAZERによるレーザーレジストレーションの精度と利点について 湯 浅 貴 文 東邦大学医学部第2耳鼻咽喉科学教室

カメラからの画像情報をもとにした空間上のリアルタイム位置検出の
試み

加 納     滋 金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科

第６回

開催地　　　　金沢市文化ホール(2F大集会室）

開催日　　　　平成16年11月13日

会長（所属）　友田　幸一（金沢医科大学）

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

「耳鼻咽喉領域をめざす医療マイクロロボットとバイオナノマシン」 生 田 幸 士
名古屋大学大学院工学研究科マイクロナノシス
テム工学専攻(生体医用マイクロナノ工学)

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

ナビゲーション使用下の外耳道閉鎖症手術における課題 柏 村 正 明
北海道大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

側頭骨固定ポストを用いずに行ったナビゲーション下外耳道閉鎖症の
1例

小 口 智 啓 信州大学医学部耳鼻咽喉科

側頭骨手術におけるナビゲーション手術の意義について
  ―解剖学的側面から―

角 田 篤 信 東京医科歯科大学頭頸部外科

当院における耳科手術に対するナビゲーションシステムの応用 緒 方 哲 郎 東海大学八王子病院耳鼻咽喉科

ナビゲーションシステムを利用した内視鏡下眼窩壁骨折整復術 鴻     信 義 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科

再手術例におけるナビゲーション手術の有用性と限界 村 田 英 之 金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科

ナビゲーションを用いた副鼻腔嚢胞の開窓術 高橋幸太郎 東海大学八王子病院耳鼻咽喉科

手術支援器具としての術中単純X線撮影の有用性
  ― ナビゲーションとの併用例―

綿 貫 浩 一 山口大学医学部耳鼻咽喉科

頭蓋底手術におけるナビゲーションシステムの有用性 中 島 正 志 金沢大学大学院感覚運動病態学

上位頸稚由来脊索腫に対する頭蓋底用ナビゲーションシステムの応用 安 里     亮 京都大学附属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

側頭骨立体モデルによる外耳・中耳疾患の術前シミュレーション 金 林 秀 則 東京医科歯科大学耳鼻咽喉科

鼻科領域における手術教育とその評価 石 政     寛 金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科

耳科手術における顔面神経の術中モニタリング
  ―刺激器械の開発とその有用性について―

村 上 信 五 名古屋市立大学耳鼻咽喉科

中耳手術における術中蝸電図モニタリングの有用性 藤坂実千郎 富山医科薬科大学耳鼻咽喉科学教室

超音波凝固切開装置と血管シーリングシステム 福 原 隆 宏
鳥取大学医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

アレルギー性鼻炎に対する蝶口蓋孔への凍結変性術 河 本 光 平 大阪逓信病院耳鼻咽喉科

GE Healthcare Surgery Navigation; ENTrak Plus/lnsta Trak 3500 Plusの
ご紹介

飯 田     正 GE横河メデイカルシステム(株)
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耳鼻咽喉科領域におけるナビゲーション 山 本     功
メドトロニックソファモアダネック株式会社
サージカルナビゲーション事業部

The Smarter Vision"ストライカーナビゲーションシステム
"耳鼻科モジュール"のご紹介

重 藤 暁 洋
日本ストライカー株式会社
サージカル・ライビンガー事業部SST

耳鼻咽喉科用「コールブリENT」ナビゲーションシステム 土 屋 聡 史 小林メディカルマーケティング2課

第７回

開催地　　　　北海道大学医学部臨床大講堂

開催日　　　　平成17年8月27日

会長（所属）　福田　諭（北海道大学）

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

「画像誘導下手術支援ロボテイックシステム」 橋 爪     誠
九州大学大学院医学研究院災害救急医学,
九州大学病院先端医工学診療部

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

休日緊急副鼻腔手術におけるナビゲーションシステムの使用経験 三 輪 高 喜
金沢大学大学院医学系研究科脳医科学
感覚運動病態学

難治性鼻出血に対するナビゲーション下血管内治療の試み 竹 内 直 信 東大病院耳鼻咽喉科・聴覚音声外科

3DCTを用いた術前シミュレーションとナビゲーションを併用した
副鼻腔嚢胞開窓術

平 岡 政 信 和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

ナビゲーションシステムを利用した内視鏡視野と
画像位置との「ずれ」測定

村 田 英 之 金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科

手術可能精密ヒト鼻腔モデルのアンケート評価 山 下 樹 里 産業技術総合研究所人間福祉医工学研究部門

アブミ骨付三次元側頭骨モデル作製の試み 鈴 木     衛 東京医科大学耳鼻咽喉科学教室

鼻科領域における手術教育と評価 石 政     寛 金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科

側頭骨手術解剖実習へのナビゲーション装置の応用 　辻　  純 京都医療センター耳鼻咽喉科・気道食道科

ナビゲーションシステムが有用であった副咽頭腫瘍摘出症例
モールドレジストレーション:歯の登録の試み

藤坂実千郎 富山医科薬科大学耳鼻咽喉科学教室

術前診断が可能であった副咽頭間隙腫瘍の1例
  一ナビゲーション下の生検法を用いて一

綿 貫 浩 一
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

耳鼻咽喉科用手術支援機器「コールブリENT」ナビゲーションシステム 土 屋 聡 史
小林製薬株式会社小林メディカルカンパニー
事業戦略部マーケティング

StealthStation(R)システムの耳鼻咽喉科領域への適応 山 本     功
メドトロニックソファモアダネック株式会社
メドトロニックナビゲーション事業部

新しいストライカーナビゲーションの紹介 竹 安     健 日本ストライカー株式会社メドサージ事業部

ナビゲーションシステムを用いた頭蓋底腫瘍摘出の現況 角 田 篤 信 東京医科歯科大学耳鼻咽喉科

上顎全摘術におけるナビゲーションシステムの有用性について 本 間 明 宏
北海道大学大学院医学研究科病態制御学専攻
感覚器病学講座耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

鼻科手術に対する光学式ナビゲーションシステムの使用経験 寺 西 正 明
名古屋大学大学院医学系研究科
頭頸部・感覚器外科学耳鼻咽喉科

ナビゲーションシステムを用いた内視鏡下副鼻腔手術の現状 福 岡 久 邦 信州大学医学部耳鼻咽喉科学教室

術後性上顎嚢胞に対するナビゲーション手術 鴻     信 義 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室
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超音波凝固切開装置と血管シーリングシステムの組織損傷の比較 福 島     慶
鳥取大学医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

Semi-rigid endoscopic sinus surgeryの経験 朝 子 幹 也 関西医大男山病院耳鼻咽喉科

咽喉頭手術における先端CCD方式ビデオスコープの使用経験 原     浩 貴 山口大学医学部附属病院耳鼻咽喉科

第８回

開催地　　　　信州大学医学部旭総合研究棟９階

開催日　　　　平成18年10月14日

会長（所属）　宇佐美　真一（信州大学）

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

『手術支援ロボットによる脳神経外科手術― 現状と展望― 』 本 郷 一 博 信州大学脳神経外科

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

前頭洞病変に対する当科の取り組み 塚 谷 才 明
金沢大学大学院医学系研究科
感覚運動病態学(耳鼻咽喉科)

ナビゲーションシステムを用いた内視鏡下鼻副鼻腔手術の現状 小 口 智 啓 信州大学医学部耳鼻咽喉科

内視鏡画像の安定性による内視鏡下鼻内手術手技スキル客観評価の
試み

山 下 樹 里
独立行政法人産業技術総合研究所
人間福祉医工学研究部門

ESSにおける内視鏡特性と視野の比較検討  ― ナビゲーションシステム
を用いた内視鏡視野角の客観的表示の試み―

　楊     寧 金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科

ナビゲーション手術におけるリムーバル・シフトについて 綿 貫 浩 一
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

外耳道癌におけるNavigation Systemの有用性 長谷川賢作
鳥取大学医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

3D Accu-i-tomo(小照射野コーンビームCT)の
耳科手術支援機器として利用

村 上 信 五 名古屋市立大学耳鼻咽喉科

ナビゲーション医療の現状― 医療機器ガイドライン策定事業報告― 友 田 幸 一 金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科

ストライカーナビゲーションのシステム紹介と今後の展望 竹 安     健
日本ストライカー株式会社
ナビコミュニケーション部

耳鼻咽喉科用手術支援機器「コールブリENT」ナビゲーションシステム 土 屋 聡 史
小林製薬株式会社小林メディカルカンパニー
事業戦略部マーケティング課

Stealth Stationナビゲーションシステム  ― 耳鼻咽喉科領域における
システムの応用について―

小賀野尚美
メドトロニックソファモアダネック株式会社
スパイン・ナビゲーション事業部

『ナビゲーションシステムを用いた頭蓋底手術』 岸 本 誠 司 東京医科歯科大学頭頸部外科

中咽頭手術における先端CCD方式ビデオスコープの有用性について 原     浩 貴
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

各種手術支援機器を用いたendoscopic medial maxillectomy 古 田     康
北海道大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

Aquarius NETによる迅速3D画像作成とその応用 　工    穣 信州大学医学部耳鼻咽喉科

新しい副鼻腔手術用光学式ナビゲーションの開発 山 本 清 二 浜松医科大学光量子医学研究センター
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第９回

開催地　　　　ニューメディアプラザ山口

開催日　　　　平成19年11月24日

会長（所属）　山下　裕司（山口大学）

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

腫瘍部位マーカーと光計測技術を用いた手術ナビゲーションシステム 齊 藤     俊 山口大学大学院医学系研究科応用医工学系

シンポジウム

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

ナビゲーション手術の適用と評価 中 丸 裕 爾
北海道大学大学院
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

耳鼻咽喉科領域におけるナビゲーション手術
  —その適応と基準づくりに向けて—

　工    穣 信州大学医学部耳鼻咽喉科学教室

頭頸部手術を中心とした当科の経験及び外保連試案における
手術技術度とナビゲーションシステムの必要性との相関について

杉 本 太 郎 東京医科歯科大学耳鼻咽喉科

ナビゲーションシステム (イメージガイド手術支援機器) を用いた
内視鏡下鼻内副鼻腔手術のこれまでの経験と術中画像更新について

松 脇 由 典 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

金沢医科大学耳鼻咽喉科におけるナビゲーション手術の実態 友 田 幸 一 金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科学

当科におけるナビゲーション手術の適応 綿 貫 浩 一
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

耳鼻咽喉科ナビゲーション手術の現状
　 —2003年, 2007年全国アンケート調査結果報告—

友 田 幸 一 金沢医科大学耳鼻咽喉科

ランチョンセミナー

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

画像ナビゲーションシステムを用いた内視鏡下鼻副鼻腔手術
  —先進医療としての現状と問題点—

鴻     信 義 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

当科におけるナビゲーションシステムを用いた
内視鏡下鼻内副鼻腔手術

飯 村 慈 朗 獨協医科大学耳鼻咽喉科学教室

ナビゲーションが有効であった多房性術後性上顎嚢胞の1例 宮 澤     徹 金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科

ナビゲーションを用いた内視鏡下涙嚢鼻腔吻合術 中 丸 裕 爾
北海道大学大学院
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

甲状腺眼症による眼球突出に対し減圧術を行った1例 長谷川昌宏
琉球大学医学部高次機能医科学講座
耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野

経迷路聴神経腫瘍手術におけるナビゲーション 平 海 晴 一
京都大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

Stamp registration手法による耳科ナビゲーション手術 松 本     希 九州大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学

StealthStationシステムの新しい適応 (耳科領域での使用方法について) 山 本     功
メドトロニックソファモアダネック株式会社
スパインナビゲーション事業部

耳鼻咽喉科用手術支援機器「コールブリENT」ナビゲーションシステム 土 屋 聡 史
小林製薬株式会社小林メディカルカンパニー
事業戦略部マーケティング課

指導者と学習者の姿を同一画面に合成し, 互いの動作の理解と模倣を
可能とする内視鏡下鼻内手術手技遠隔トレーニングシステム

山 下 樹 里
独立行政法人産業技術総合研究所
人間福祉医工学研究部門

内視鏡観察画面の位置を教える新しい副鼻腔手術用光学式
ナビゲーションの開発

山 本 清 二 浜松医科大学光量子医学研究センター
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側頭骨実習前の側頭骨シミュレータ「VOXEL-MAN TempoSurg」の
有用性の検討

福 岡 久 邦 信州大学医学部耳鼻咽喉科学教室

実物大臓器立体モデルによる頭蓋底手術支援 角 田 篤 信 東京医科歯科大学耳鼻咽喉科

ナビゲーション手術における, CT/MRI画像に基づく
3次元精密医療モデル (レジストレーション用プレート) の有用性

大 野 秀 則 株式会社大野興業

高周波凝固鉗子 (HOT biopsy forceps) を用いた内視鏡下喉頭蓋嚢胞
開放術の工夫

大 野 伸 晃
名古屋市立大学医学部医学研究科
耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座

耳下腺手術におけるNerve Integrity Monitor (NIM) による顔面神経
モニタリングの有用性

夜 陣 真 司
鳥取大学医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

コブレーター2を用いたアデノイド切除術・口蓋扁桃摘出術 原     浩 貴
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

第１０回

開催地　　　　東京慈恵会医科大学南講堂

開催日　　　　平成20年11月8日

会長（所属）　森山　寛（東京慈恵会医科大学）

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

生体構造のリアルタイムイメージングと手術支援への応用 鈴 木 直 樹
東京慈恵会医科大学
高次元医用画像工学研究所

ランチョンセミナー

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

内視鏡下鼻内手術における新しい手術手技　—Balloon sinuplasty— 大 櫛 哲 史 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

内視鏡下鼻内手術における新しい手術手技　—Balloon sinuplasty— 朝 子 幹 也 関西医科大学耳鼻咽喉科学教室

シンポジウム

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

当科における耳科領域疾患のナビゲーション手術の評価 武 市 紀 人
北海道大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

頭蓋底疾患に対する経鼻的ナビゲーション手術 松 脇 由 典 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

頭蓋底腫瘍切除におけるナビゲーションの有用性 藤 本 保 志 名古屋大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

脳外科用ナビゲーションシステムのみ利用可能な状況下で施行した
鼻内内視鏡手術の経験

福 井 英 人
関西医科大学附属枚方病院
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

ナビゲーションシステム (Vector Vision) が有用であった
術後性上顎嚢胞の1例

藤坂実千郎 富山大学医学部耳鼻咽喉科学教室

多房性上顎嚢胞に対するナビゲーション支援の有用性について 御 厨 剛 史
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

側頭骨, 頭蓋底手術におけるナビゲーションシステムの検討 高 橋 邦 行 新潟大学医学部耳鼻咽喉科学講座

側頭骨領域ナビゲーション手術のための低侵襲リファレンスフレーム
-錐体尖部真珠腫手術での使用経験—

力 武 正 浩 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

顔面線維性骨異形成症手術におけるナビゲーションシステムの応用 高橋　直人 東京医科歯科大学耳鼻咽喉科

リアルタイム型術中ナビゲーション支援の耳科手術におけるメリット 松 本    希 九州大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学
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当科におけるナビゲーション手術症例の検討 達 富 真 司 金沢大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科

ナビゲーションと内視鏡を併用する耳鼻咽喉科領域の手術 志 村 文 代 東邦大学医療センター大森病院第1耳鼻咽喉科

山口大学耳鼻咽喉科における保険収載後の鼻副鼻腔ナビゲーション
手術の状況

橋 本     誠
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

鼻内視鏡手術に対するナビゲーション加算開始後の機器使用状況と
市中病院における機器購入の可能性

　工　   穣 信州大学医学部耳鼻咽喉科学教室

甲状腺手術におけるNIMによる神経温存
—上喉頭神経外枝, 反回神経のモニタリング—

伊地知   圭
名古屋市立大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野

鼻副鼻腔内反性乳頭腫手術における上顎洞前壁の処理
—マイクロドリルを用いた対側鼻腔からのアプローチ方法—

中 丸 裕 爾
北海道大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

コブレーター2を用いたアデノイド切除術 原     浩 貴
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

高周波凝固装置を用いた内視鏡下喉頭蓋嚢胞摘出術の工夫 大 野 伸 晃 豊田厚生病院耳鼻咽喉科

iPLAN ENT® を用いた術中ナビゲーションへの応用 長谷川賢作
鳥取大学医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

手術手技向上のツールとしてのナビゲーションシステムの可能性 馬 場 一 泰 大阪北逓信病院耳鼻咽喉科

骨・軟部組織同時造型モデルの真珠腫手術への応用 鈴 木     衞 東京医科大学耳鼻咽喉科学教室

副鼻腔癌手術における3D実体モデルの応用 伊 藤 博 之 東京医科大学耳鼻咽喉科学教室

内視鏡の使用がなぞり動作に与える影響 山 下 樹 里
独立行政法人産業技術総合研究所
人間福祉医工学研究部門

立体内視鏡下鼻内手術におけるステレオナビゲーションシステムの開発 飯 村 慈 朗 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

ブレインラボ社耳鼻咽喉科ナビゲーションシステムの基礎技術と展望 惠藤信一郎 ブレインラボ株式会社ナビゲーションビジネス部

耳鼻咽喉科領域における手術支援ソリューションの現状と今後 小賀野尚美
メドトロニックソファモアダネック株式会社
スパインナビゲーション事業部

第１１回

開催地　　 　 金沢市教育会館

開催日　　　　平成21年11月14日

会長（所属）　吉崎　智一（金沢大学）

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

ナノバイオテクノロジーが先導する診断・治療イノベーション
　 —超分子ナノデバイスによる薬物・遺伝子のピンポイントデリバリー—

松 本     有
東京大学大学院医学系研究科外科学
専攻感覚運動機能講座耳鼻咽喉科学分野

シンポジウム

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

Office Based 3D-CTの実際と私の活用　—アブミ骨を中心に— 小 森 正 博 高知大学医学部耳鼻咽喉科学教室

側頭骨外傷の診断と手術への応用 小 川     洋 福島県立医科大学医学部耳鼻咽喉科学講座

Office based 3D-CTが有用な耳管開放症の診断と治療 (耳管ピン)
 への応用

菊 地 俊 晶 東北大学耳鼻咽喉・頭頸部外科

Office-Based 3D-CTのcadaver dissection courseでの有用性 伊 藤 壽 一
京都大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学
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ランチョンセミナー

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

乳幼児上咽頭細菌叢の変化とこれからの中耳炎治療 伊 藤 真 人
金沢大学大学院医学系研究科感覚運動病態学
 (耳鼻咽喉科・頭頸部外科)

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

難治性前頭洞嚢胞に対するFrontal trephinationを用いた開放術 中 丸 裕 爾
北海道大学大学院
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

Short endoscope (Semi-rigid型) の使用経験 月 舘 利 治 獨協医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科

内視鏡下鼻科手術における鉗子型バイポーラ凝固止血装置,
鼻用クリップ鉗子の使用経験

長谷川昌宏 琉球大学耳鼻咽喉・頭頸部外科学

反復性前頭洞炎の再手術例に対するミニトレフィン® の使用経験 山 田 奏 子
金沢医科大学感覚機能病態学
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

咽喉頭領域における接触型喉頭内視鏡の有用性の検討 原     浩 貴
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

術後性顔面神経麻痺を発症した真珠腫症例 長谷川賢作
鳥取大学医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

聴神経腫瘍手術のための顔面・蝸牛神経術中
リアルタイムモニタリング電極の開発

宮崎日出海 東京共済病院耳鼻咽喉科

内視鏡下, ナビゲーションアシストで排膿術を行った側頭下窩膿瘍の1例 橋 本     誠
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

ナノバイオテクノロジーが先導する診断・治療イノベーション
　 —超分子ナノデバイスによる薬物・遺伝子のピンポイントデリバリー—

松 本     有
東京大学大学院医学系研究科外科学
専攻感覚運動機能講座耳鼻咽喉科学分野

甲状腺内視鏡下手術　—当方での取り組みと今後の展望— 金 泉 秀 典 福井県立病院耳鼻咽喉科

ORIGAMI Navi: 鼻腔内実体地図の提案 山 下 樹 里
独立行政法人産業技術総合研究所
人間福祉医工学研究部門

iPlanが有用であった多胞性上顎嚢胞の1例 藤坂実千郎 富山大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部外科学講座

ブレインラボ社ENTナビゲーションシステム “Essential” と “Unlimited” 惠藤信一郎
ブレインラボ株式会社ナビゲーション/
iORSビジネス部

3テスラMRIを用いた耳下腺腫瘍における顔面神経の抽出 平松真理子 名古屋大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科

ナビゲーション手術の有用性に関するエビデンスの検索・評価 馬 場 一 泰 大阪北逓信病院耳鼻咽喉科

白色光による3次元形状計測スキャナを使った新しい副鼻腔内視鏡
手術ナビゲーター

山 本 清 二 浜松医科大学光量子医学研究センター

ナビゲーション手術の必要性と適応拡大についての新たな提言 友 田 幸 一 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室

頭頸部手術におけるナビゲーションの有用性 福 井 英 人 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室

ステルスステーションナビゲーションシステムの
耳鼻咽喉科手術への適応

小賀野尚美
メドトロニックソファモアダネック株式会社
スパインナビゲーション事業部

 1414



第１２回

開催地　　　   名古屋大学医学部付属病院
　                 中央診療棟　３Ｆ講堂

開催日　　　　平成22年10月23日

会長（所属）　中島　務（名古屋大学）

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

画像処理に基づく診断手術支援 森     健 策 名古屋大学情報連携統括本部情報戦略室

ランチョンセミナー

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

3DMRI画像と造影MRI 川 井     恒 名古屋大学医学部附属病院放射線科

パネルディスカッション

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

「ダ・ヴィンチ」を用いたロボット支援腹腔鏡下根治的前立腺摘除術 後 藤 百 万 名古屋大学大学院医学系研究科泌尿器科学

daVinciによるTransoral Robotic Surgeryは咽頭癌治療を変えるか? 藤 本 保 志
名古屋大学大学院医学系研究科
頭頸部感覚器外科学耳鼻咽喉科

手術支援ロボットda Vinci Sの頭頸部外科領域での応用 北 野 博 也
鳥取大学医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

EndoScrub® の外筒を利用した電子内視鏡の硬性化について 村 田 英 之 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

Vessel sealing system (LigaSureTM) を用いた頸部手術の経験 吉 田 真 也 金沢大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

バイオネット型電気手術用メス先電極の鼻科手術における有用性 朝 子 幹 也 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

鼻内手術用立体内視鏡の臨床応用 橋 本 泰 幸 浜松医科大学耳鼻咽喉科

嗅神経芽細胞腫に対する内視鏡支援下前頭蓋底手術の有用性につい
て

有 泉 陽 介 東京医科歯科大学頭頸部外科

耳科領域において低侵襲ナビゲーション手術をルーチン化する試み 松 本     希 九州大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学教室

脳神経外科における画像誘導手術
　 —脳腫瘍および頭蓋底手術への応用—

藤 井 正 純 名古屋大学脳神経外科

ナビゲーションシステムの現在の役割と今後の期待 惠藤信一郎
ブレインラボ株式会社ナビゲーション/
iORSビジネス部

ナビゲーションシステムを用いた鼻内内視鏡手術教育プログラム
作成の試み

馬 場 一 泰 大阪北逓信病院耳鼻咽喉科

DICOM viewer OsiriXを用いたOSAS患者の上気道形態評価 原     浩 貴
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

フリーウェアOsiriXを用いた鼻副鼻腔手術における術前・術中のCT読影 橋 本     誠
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

Aquarius NETによる3D-CT術前シュミレーションの有用性 尹     泰 貴 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

手術トレーニング用三次元模型と作製における工夫について 角 田 篤 信 東京医科歯科大学耳鼻咽喉科

ステレオナビゲーションシステムを用いた立体内視鏡下鼻内手術 飯 村 慈 朗 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

WEERDA型拡張式ビデオ喉頭鏡を用いた経口的喉頭・咽頭手術 折 舘 伸 彦
北海道大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

経口腔的咽喉頭癌切除術における手術支援機器 杉 本 太 郎 東京医科歯科大学耳鼻咽喉科
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甲状腺結節性病変や頸部リンパ節に対する穿刺吸引細胞診の
検討とその支援機器について

下 出 祐 造 金沢医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

副咽頭間隙腫瘍における下位脳神経モニタリングの有用性 永 島 義 久 名古屋市立大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

Medtronic新製品: IPCとNIM3.0 村 田     智
日本メドトロニック株式会社
サージカルテクノロジー事業部

マイクロデブリッダー使用によるアデノイド切除術の検討
  —従来法との比較—

大 竹 宏 直
名古屋大学大学院医学系研究科
頭頸部・感覚器外科学講座耳鼻咽喉科

成人急性咽頭・扁桃炎患者に対するガレノキサシンと
レボフロキサシンの臨床効果に関する比較検討

望月 優一郎 せんぽ東京高輪病院耳鼻咽喉科

第１３回

開催地　　　  東京医科歯科大学M&Dタワー2階
                  鈴木章夫記念講堂

開催日　　　　平成23年11月5日

会長（所属）　岸本誠司(東京医科歯科大学)

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

医歯工学連携研究の取り組み　組立式手術機器と
小線源遠隔操作装置の開発

小 俣     透 東京工業大学 大学院総合理工学研究科

力覚を有する手術支援ロボットの開発 川 嶋 健 嗣 東京工業大学精密工学研究所

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

iPlan ENTによる側頭骨領域ナビゲーション手術 長谷川賢作
鳥取大学 医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

秒単位の無侵襲レジストレーションを可能にするpole STAMP法の
考案と実践

松 本     希 九州大学 大学院医学研究院耳鼻咽喉科学教室

KEZLEXモデルの活用　術前シミュレーションから
ハンズオンセミナーまで

上 本 啓 子 大野興業

三次元構築ソフトによる側頭骨解剖学習支援の試み 鈴 木     衞 東京医科大学 耳鼻咽喉科学講座

ナビゲーションシステムの統合型手術支援システム化への道 惠藤信一郎 ブレインラボ ナビゲーション・IORSビジネス部

STEALTHSTATION® S7の紹介  ―磁場式ナビゲーションシステム― 小賀野尚美
メドトロニックソファモアダネック株式会社
スパインナビゲーション事業部

ハイブリッド型ナビゲーションシステムステルスステーションS7の
使用経験

馬 場 一 泰 関西医科大学 耳鼻咽喉科

上顎骨に発生した線維性骨異型性症手術における
ナビゲーションシステムの応用

野 村 文 敬 東京医科歯科大学 頭頸部外科

DICOM viewer Osirixを用いた喉頭形成術・声帯外方移動術の
術前プランニング

原     浩 貴
山口大学 大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

LigaSure Small Jaw Instrumentを用いた甲状腺手術の使用経験 久保木章仁 獨協医科大学 耳鼻咽喉・頭頸部外科

頭頸部外科におけるリガシュアスモールジョーの使用経験 達 富 真 司 富山県立中央病院 耳鼻咽喉科

効率的で繊細な操作を追求したエナジーデバイス
  『HARMONIC FOCUSTM』

高 橋 梢 子
ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
 エチコンエンドサージェリー

鼻副鼻腔手術におけるMRIのMPR(多断面再構成)画像 橋 本     誠
山口大学 大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

当科での鼻副鼻腔領域におけるナビゲーションシステムの使用状況 福 島     慶
鳥取大学 医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

我々が開発した光学式内視鏡手術ナビゲーターの精度検証 山 本 清 二 浜松医科大学メディカルフォトニクス研究センター
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詳細内部構造を再現したカラー人体モデルの開発 山 下 樹 里
産業技術総合研究所
 ヒューマンライフテクノロジー研究部門

副鼻腔モデルを使った鼻内内視鏡手術履修プログラム作成の試み 村 田 英 之 関西医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科

口蓋扁桃摘出術におけるハーモニックスカルペルの使用経験 吉 本 亮 一 武蔵野赤十字病院 耳鼻咽喉科

口蓋扁桃摘出術におけるマイクロディセクションニードルの使用経験 濱 島 有 喜 名古屋市立大学 耳鼻咽喉・頭頸部外科

早期舌癌におけるセンチネルリンパ節の領域分布に関する検討 坂 下 智 博
北海道大学 大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

ELPSにおける手術支援機器についての考察 杉 本 太 郎 東京医科歯科大学 耳鼻咽喉科

当科での経口腔ロボット支援手術の臨床応用 清 水     顕 東京医科大学 耳鼻咽喉科学講座

副鼻腔炎による嗅覚障害に対する鼻内内視鏡手術の工夫
中鼻甲介開窓術

三 輪 高 喜 金沢医科大学 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

涙道内視鏡を併用した鼻内視鏡下涙嚢鼻腔吻合術(DCR) 藤坂実千郎 富山大学 医学部耳鼻咽喉科

鼻科領域におけるShort endoscope(Semi-rigid型)の使用経験 飯 村 慈 朗 太田総合病院 耳鼻咽喉科

鼻中隔用シェーバseptoplasty burの有用性の検討 林   佑伊子 関西医科大学 耳鼻咽喉科

当科におけるhydrodebriderの使用経験 朝 子 幹 也 関西医科大学 耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科ナビゲーション手術の現状　2011年全国アンケート調査
結果報告

友 田 幸 一 関西医科大学 耳鼻咽喉科

第１４回

開催地　　　  東京医科大学病院臨床講堂（本館6 階）

開催日　　　　平成24年11月3日

会長（所属）　鈴木 衞(東京医科大学)

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

人間シミュレータとしてのロボット研究 髙 信 英 明 工学院大学機械システム工学科

ダヴィンチ手術の現在と将来の展望 吉 岡 邦 彦 東京医科大学ロボット支援センター

指定講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

米国における Transoral Robotic Surgery 藤 本 保 志
名古屋大学大学院医学系研究科
頭頸部感覚器外科学耳鼻咽喉科

咽喉頭癌に対する Transoral Robotic Surgery (TORS)
   ―TORS アドバンスドコースの参加経験―

楯 谷 一 郎
京都大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

本邦における経口腔ロボット支援手術の現状と問題点 伊 藤 博 之 東京医科大学耳鼻咽喉科学講座

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

咽頭異物除去にナビゲーションシステムを用いた2症例 岡 吉 洋 平
東京医科大学八王子医療センター
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

ブレインラボ社　新型ナビゲーションシステムの紹介 惠藤信一郎
ブレインラボ株式会社ナビゲーション/
iORSビジネス部

当科におけるナビゲーションシステムを用いた手術についての検討 野 田 礼 彰 広島大学病院耳鼻咽喉科頭頸部外科

ナビゲーションを用いて手術を行った先天性外耳道狭窄に合併した
真珠腫の1例

小田桐恭子 東海大学医学部耳鼻咽喉科
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磁場式ナビゲーションシステムの紹介と今後の展望 Kimberly Hill
日本メドトロニック株式会社
サージカルテクノロジー事業部

当科におけるナビゲーションシステムの使用状況
   ―ナビゲーションシステム選択の指標として―

馬 場 一 泰 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

上歯固定レファレンスフレームの運用の実際 松 本     希 九州大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学

歯列固定リファレンスフレームを用いた簡便迅速な
レジストレーション手法

岡     正 倫 九州大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学

鼻中隔矯正術におけるマニセプスTM の使用経験 久保木章仁 獨協医科大学耳鼻咽喉・頭頸部外科

鼻内内視鏡手術における鉗子型バイポーラの有用性の検討 宇都宮敏生 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

Hydrodebrider System を使用した ESS 手術
   ―上顎洞真菌症での使用経験―

土 井 清 司
神戸大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

ハイドロデブリッダーシステムの使用経験について 藤坂実千郎 富山大学医学部耳鼻咽喉科学講座

3D Cone Beam CT の Volume rendering image を利用した
 “Virtual temporal bone operation”

兵 頭     純 聖光会鷹の子病院耳鼻咽喉科

OsiriX を用いた鼻副鼻腔手術プランニングとしての
 CT・MRI フュージョン画像作成

橋 本     誠
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

DICOM viewer を用いた咽喉頭手術の術前プランニング
  ―OSAS手術における流体解析併用の試み―

原     浩 貴
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

気道確保トレーニングモデルを応用した喉頭手術ならびに
咽頭異物除去教育の試み

村 田 英 之 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

甲状腺手術におけるAirwayscope®, 顔面神経刺激装置を用いた
神経モニタリング

伊地知   圭 名古屋市立大学大学院耳鼻咽喉・頭頸部外科学

口腔癌のセンチネルリンパ節生検術と薬物療法展望 遠 藤 一 平 金沢大学附属病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

頭頸部癌に対して Hyper Eye Medical System (HEMS) を用いた
新しいセンチネルリンパ節ナビゲーション手術の試み

小 柏 靖 直 杏林大学医学部耳鼻咽喉科学教室

当科における二期的気管食道瘻形成術～彎曲型食道直達鏡の試作 水 町 貴 諭
北海道大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

民生品光学機器を利用した医療所見の撮影とファイル管理について 角 田 篤 信 東京医科歯科大学耳鼻咽喉科

VITOM25 カメラシステムを用いた口蓋扁桃摘出術 多 田 靖 宏 福島県立医科大学医学部耳鼻咽喉科

Transoral Videolaryngoscopic Surgery (TOVS) による
経口的中咽頭癌切除術

山 下     拓 防衛医科大学校耳鼻咽喉科学講座

エナジーデバイスを用いた気管切開術 塚 原 清 彰
東京医科大学八王子医療センター
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

第１５回

開催地　　　 京都大学医学部附属病院臨床第一講堂，京都大学
                 大学院医学研究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科
                 側頭骨実習室，セミナー室

開催日　　　　平成25年10月12日

会長（所属）　伊藤 壽一(京都大学)

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

内視鏡下消化器手術の現状と展望 坂井　義治 京都大学消化器外科
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一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

魚骨異物に対し頸部外切開施行時の術中 3D-CT の有用性 高 橋 紘 樹
北海道大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

術中 CT (Dyna CT) が有効であった鼻内視鏡下視束管開放術症例 池 上     聰 静岡市立静岡病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

民生用機器を用いた顕微鏡下手術のフルハイビジョン録画 蓑 田 涼 生 熊本大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

耳鼻咽喉科領域における HD (ハイビジョン) 手術動画の記録, 編集 橋 本     誠
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

Non-EPI DWI と MR cisternography の fusion 画像による
真珠腫の進展度診断

渡 辺 知 緒 山形大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座

中耳真珠腫に対する Powered Instruments を用いた
経外耳道的内視鏡下耳科手術

伊 藤     吏 山形市立病院済生館耳鼻いんこう科

ハンドピース型 CO2 レーザーを使用したアブミ骨手術 桂     弘 和 兵庫医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室

当科における 3D プリンタの臨床応用の現状 二 井 一 則 山形大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座

Transoral Non-Robotic Surgery の工夫
   ―悪あがきか, 進歩の端緒か? ―

藤 本 保 志
名古屋大学大学院医学系研究科細胞情報医学
専攻 頭頸部・感覚器外科学講座 耳鼻咽喉科学

咽喉頭悪性腫瘍に対する経口的咽喉頭部分切除術  (Transoral
Videolaryngoscopic Surgery: TOVS)

冨 藤 雅 之 防衛医科大学校耳鼻咽喉科学講座

FKWO リトラクターを使用した経口腔ロボット支援手術 (TORS)
シミュレーション

清 水     顕, 東京医科大学鼻咽喉科学分野

ダヴィンチ手術における内視鏡および鉗子の荷重評価 藤 原 和 典
鳥取大学医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

Phase measurement profilometry による非接触レジス卜レーション
手法の開発

松 本     希 九州大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科学

ナビゲーションシステム認識状態の解析プログラム作成の試み 馬 場 一 泰 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

ブレインラボ社の最新手術支援システムの紹介 惠藤信一郎
ブレインラボ株式会社ナビゲーション/
iORS ビジネス部

舌癌術後, 後発ルビエールリンパ節転移に対するナビゲーション下,
経口的ルビエールリンパ節摘出術を施行した1例

鈴 木     洋 防衛医科大学校耳鼻咽喉科学講座

顔面神経走行異常例に対する人工内耳埋め込み術 伊 藤 真 人 金沢大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

内視鏡下鼻副鼻腔手術における磁場式ナビゲーションシステムの
使用とそのルーチン化の試み

藤村真太郎 天理よろづ相談所病院耳鼻咽喉科

当院における鼻・副鼻腔手術に対するナビゲーションシステム使用経験 暁   久美子 日赤病院和歌山医療センター耳鼻咽喉科

ライトガイドおよびナビゲーションが有用であった鼻腔
サルコイドーシスに対する内視鏡下鼻内涙嚢鼻腔吻合術

大 塚 康 司 東京医科大学耳鼻咽喉科学分野

内視鏡下前頭洞手術のミニ卜レフィン使用経験 清 水 雅 明 東京医科大学耳鼻咽喉科学分野

超音波手術機器 (ソノペット®) の鼻科手術への応用 舘 野 宏 彦
富山大学大学院医学薬学研究部 (医学)
耳鼻咽喉科頭頸部外科学講座

いびき音の自動抽出および自動判定装置の開発 原     浩 貴
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

頭蓋底手術における所見撮影の問題点及び対策について 角 田 篤 信 東京医科歯科大学耳鼻咽喉科

プレー卜再建を伴う下顎骨切除症例に対する実物大石膏モデルの
有用性

片 桐 佳 明 広島大学病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

副咽頭間隙腫瘍に対する神経温存手術 伊地知   圭
名古屋市立大学大学院
耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野
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第１６回

開催地　　　  鳥取大学医学部付属病院

開催日　　　　平成26年11月8日

会長（所属）　北野　博也（鳥取大学）

特別講演

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

呼吸器外科におけるロボット手術の現況と上手に行うための工夫 中 村 廣 繁 鳥取大学　胸部外科

ランチョンセミナー

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

ＥＳＳにおけるマイクロデブリッダーの安全かつ効果的な使い方 鴻     信 義 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教室

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

NH-Y100の使用経験  ―その有用性と留意点― 桑 原 敏 彰 関西医科大学　耳鼻咽喉科・頭頸部外科

ナビゲーションシステムの現状と将来 馬 場 一 泰 関西医科大学　耳鼻咽喉科・頭頸部外科

顔面神経減荷術患者におけるNIM response®の
神経興奮性検査と神経予後

矢 間 敬 章
鳥取大学医学部　感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

甲状腺結節性病変や頸部リンパ節に対する
穿刺吸引細胞診の支援機器の開発

下 出 祐 造 金沢医科大学病院　頭頸部・甲状腺外科

多角的検査が病態把握に有効であった喉頭外傷の2例 服 部 和 裕 東京医科大学　耳鼻咽喉科

声門癌手術におけるハンドピース型CO2レーザーの有用性と問題点 原     浩 貴
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

経鼻エアウエイを用いた気管切開困難症例の気道確保 畠 山 博 充 北海道大学　耳鼻咽喉科・頭頸部外科

甲状腺腫瘍手術における上喉頭神経モニタリングに用いる
測定電極の検討　–新旧EMG-tubeと針電極における筋電位–

伊地知   圭
名古屋市立大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野

5mmEndoWristを導入した経口的ロボット支援手術シミュレーション 清 水     顕 東京医科大学　耳鼻咽喉科学分野

咽喉頭癌に対する経口的ロボット支援手術の
安全性・有効性に関する多施設臨床試験

石 川 征 司
京都大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

喉頭温存・下咽頭喉頭部分切除術時の内視鏡を用いた
切除範囲設定法

松 浦 一 登 宮城県立がんセンター　頭頸部外科

上部消化管内視鏡補助下彎曲喉頭鏡展開で行う声門上癌に対する
経口手術

渡 邉 昭 仁 恵佑会札幌病院　耳鼻咽喉科・頭頸部外科

３DCTと人工骨モデルが有用であった三叉神経鞘腫頭蓋底浸潤例 遠 藤 一 平 金沢大学附属病院　耳鼻咽喉科・頭頸部外科

３Dバーチャルシミュレーション・ナビゲーションは
オーダーメイドチタンメッシュ使用時にも有用である

西 尾 直 樹 名古屋大学大学院医学系研究科　耳鼻咽喉科

BB-STAMP法によりBonebridge植込み手術を支援した臨床経験 松 本　   希
九州大学大学院医学研究院
耳鼻咽喉科学教室

Osirixを用いた学生に対する頭頸部解剖講義の評価 藤 井 太 平
鳥取大学医学部　感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

側頭骨3Dプリンタモデル造形における工夫 二 井 一 則 山形大学医学部　耳鼻咽喉・頭頸部外科学講座

技術評価用紙を使用した内視鏡下鼻内手術指導について 村 田 英 之 大阪府済生会野江病院　耳鼻咽喉科

Thiel法固定を行った解剖体の内視鏡下鼻副鼻腔解剖経験 吉 田 拓 人 獨協医科大学　耳鼻咽喉・頭頸部外科

コブレーター2ワンドICWを用いた粘膜下下鼻甲介複合組織減量術 児 玉     悟 大分大学　耳鼻咽喉科

超音波手術機器（ソノペット®）の鼻科手術への応用（第2報） 髙 倉 大 匡 富山大学　耳鼻咽喉科
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視野方向可変機能付テレスコープ　EndoCAMeleon®の使用経験 柏 木 隆 志 獨協医科大学　耳鼻咽喉・頭頸部外科

第１７回

開催地　　　  名古屋市立大学病院

開催日　　　　平成27年10月17日

会長（所属）　村上信五（名古屋市立大学）

スポンサードレクチャー

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

経鼻頭蓋底手術における手術支援機器の有効な使用方法について 朝 子 幹 也 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

ランチョンセミナー

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

移動型Cone-beam CTを用いた術中画像診断の有用性 坂本達則
京都大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉科・頭頸部外科

一般演題

タ　　イ　　ト　　ル 演　者 所　　　　　属

民生用ウェアラブルカメラによる術者視点撮影とその活用 上 野 貴 雄 金沢大学耳鼻咽喉科･頭頸部外科

耳鼻咽喉科頭頸部外科手術におけるウェアラブルカメラの使用経験 三 輪 高 喜 金沢医科大学耳鼻咽喉科学

内視鏡下頭蓋底手術へのヘッドマウントディスプレイの応用 小 林 正 佳
三重大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉・頭頸部外科

当科における手術映像記録システム 舘 野 宏 彦 富山大学耳鼻咽喉科頭頸部外科学

鼻科内視鏡手術　立位か座位か　―初期教育時の検討― 高田真紗美 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

内視鏡固定器（ユニアーム®）の試用経験 吉 田 拓 人 獨協医科大学病院耳鼻咽喉・頭頸部外科

耳鼻咽喉科内視鏡手術における自動追従型手台「iArmS」の
臨床使用評価について

工    穣 信州大学医学部耳鼻咽喉科

当科における耳科手術への内視鏡の応用 桂     弘 和 兵庫医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

 新しいシェーバーシステム　DIEGO ELITEの有用性 黒 田 一 慶 関西医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

内視鏡下前頭蓋底手術におけるコブレーターの使用経験 梶 本 康 幸 神戸大学医学部附属病院耳鼻咽喉・頭頸部外科

高周波電気凝固装置（コブレーター®）による鼻副鼻腔良性腫瘍摘出術 飯 村 慈 朗 東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科

経鼻内視鏡下血管線維腫摘出術において有用であった手術支援機器 高 橋 吾 郎 浜松医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

耳鼻咽喉科ナビゲーション手術の現状
   ―2015年全国アンケート調査結果報告―

馬 場 一 泰 大阪歯科大学耳鼻咽喉科

市販機器を用いた側頭骨ナビゲーション手術のレジストレーション戦略 松 本     希 九州大学医学部耳鼻咽喉科

眼窩周囲の骨増殖性疾患に対するナビゲーションを用いた
手術の術後評価

上 薗 健 一 九州大学病院形成外科

当科で施行した鼻副鼻腔手術におけるナビゲーションシステム
使用例の検討

橋 本 健 吾 兵庫医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

ナビゲーション画像の高画質動画記録と内視鏡動画との
同期編集の試み

橋 本     誠
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

移動型Cone-beam CTを用いた術中画像診断の有用性 坂 本 達 則 京都大学大学院耳鼻咽喉科・頭頸部外科

咽喉頭癌に対する経口的ロボット支援手術の安全性・有効性に関する
多施設臨床試験

楯 谷 一 郎 京都大学大学院耳鼻咽喉科・頭頸部外科
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新規手術支援ロボット開発への取り組み 藤 原 和 典
鳥取大学医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

NBI内視鏡を用いた喉頭乳頭腫の手術 二 藤 隆 春 東京大学医学部耳鼻咽喉科

内転型痙攣性発声障害に対する甲状軟骨形成術
2型用甲状軟骨開大スペーサーの開発

讃 岐 徹 治 熊本大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科

DICOM　viewerを用いた喉頭手術の術前プランニング
〜甲状軟骨形成術I型および外側輪状披裂筋牽引術における有用性〜

原     浩 貴
山口大学大学院医学系研究科
耳鼻咽喉科学分野

Osirixを用いた学生に対する頭頸部解剖講義の評価 藤 井 太 平
鳥取大学医学部感覚運動医学講座
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野

甲状腺手術におけるNIM使用のpitfallと対策 伊地知   圭
名古屋市立大学大学院医学研究科
耳鼻咽喉・頭頸部外科学分野

当院におけるバイオバンクシステム構築の取り組み 鈴 木 崇 祥 北海道大学病院耳鼻咽喉科頭頸部外科
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耳展　 47:5 第5回 耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会

ナ ビゲーシ ョン手術 の現状
――全国主要施設耳鼻咽喉科アンケー ト結果より――

金沢医科大学感覚機能病態学耳鼻咽喉科

友 田 幸 一 石 政 寛
とも だ こう いち い し まさ ひろ し

は じめに

耳鼻咽喉科医がナ ビゲー シ ョンシステムを手術 に

導入 す る よ う にな り約10年 が 経 過 した。 その 間
種 々の機種が登場 し,ナ ビゲー シ ョン手術 の有用性
は多 くの報告 か らも理解 され るが,し か し検討 しな

ければな らない問題点 も多 くあ る。そ こで,全 国の

主 要病 院耳 鼻咽 喉 科(202施 設)に 協 力 をお願 い
し,耳 科,鼻 科,頭 頸部外科領域のナ ビゲー ション

手術 の2003年 現在 の状況 につ いて ア ンケー ト調査
を行 ったので回答 の得 られた98施 設(回 答率49%)

についてその結果 をま とめ報告す る。

ア ンケー ト質 問内容 および結果

(1)ナ ビゲ ーションシステム を使用 したことがあ

るかにつ いて

「あ る」 が29施 設(30%),「 な し」が69施 設 で
あった。
(2)ナ ビゲーションシステム を開始 した時期につ

いて(図1)

1997年 に1施 設が開始 し,1998年 か ら新規 に7施

設が開始 し,そ の後徐 々に増加 して きている。
(3)使 用 された機種 について(表1)

施設数 は重複す るが光学式が圧倒 的に多 く,次 に

磁 気式,ア ーム式 の順 に な った。特 にStealthSta- 
tion(MEDTRONIC社)は 脳 外科 領 域 で広 く使 わ

れているこ ともあ り,耳 鼻科,整 形外科が共有 して
い る施 設(14施 設)が 多 いた め と考 える。 ちなみ

に耳鼻科専用機 と して現有 している施設 は4施 設で

あった。
(4)使 用頻度 につ いて

年間1～10症 例が14施 設,11～49症 例が10施 設,

50症 例以上が5施 設で,開 始年度,適 応疾患 の選択
によって施設 に よる差があ るように思われる。

(5)ワ ー クステーシ ョンへの画像 の入力,操 作 に
ついて

医師が 直接 入力 を行 ってい る施設 は16施 設,臨

床工学士 が1施 設,機 器業者 に任せ ているの は12施
設で,多 くはデモで使用 されてい るため業者が担 当

してい る。
(6)レ ジ ス トレー シ ョンの方 式,時 間 につ いて

(複数回答)
マー カー法が20施 設,サ ー フェイス法が14施 設,

オー トレジス トレー シ ョン法が4施 設であ り,こ れ

は用い る機種 によって決 まってお り,単 独の もの と

併用で きるものがある。 レジス トレー シ ョンに要 し

図1

表1
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た時間(平 均)は,10分 以内が5施 設,10～20分 が

14施 設,20分 以上 が6施 設 で,最 長 は60分 とい う
のが1施 設 あった。 これは レジス トレー シ ョンの慣

れ(使 用頻 度 の多 さ)に 影響 す る もの と考 え られ

る。 また領域 に よって,鼻 科 手術 では20分 以内 と

短 いが,耳 科 お よび頭 頸 部手術 で はそ れ よ りも長

く,誤 差 によって は再度 レジス トレー ションを行 う
必要が 出て くる。
(7)プ ローブについて

ほとん どの施設で機器 に付属 の ものが使用 されて
い るが,耳 科 手術 には太す ぎる もの もあ り2施 設で

独 自の ものが開発 されている。
(8)ナ ビゲー ション使用 中の機器の トラブルにつ

いて

ワークステーシ ョンのフ リーズが3施 設あ り,そ
の対応 は再起動 で回復可能,一 方使用不能 になった

ところ もあった。 また,磁 気式 を使 用 している施設
で手術器具 に よる磁場への影響が原因で一時的に機

器 が停 止す る とい うこ とが起 こってい る。 その他
ヘ ッ ドセ ッ トのずれ,プ ロー ブ認識不 能,電 気 メス

使用 で機器停止 な どの報告があった。
(9)機 器の優 れた点 と問題点 について

優れ た点 は各機種 によってそれぞれ異 なるが,総
じて光学式が取 り扱いや精度の面で優 れている傾 向

であった。 しか し反面 レジス トレー ションに時 間が

かか る とい う問題点 も指摘 されている。 それか ら機

器 な らびにソフ トのバー ジ ョンア ップが なされてい
る機種 は,例 えばレーザーに よる レジス トレーシ ョ
ン,画 像上での計測機 能,タ ッチパ ネル式 で4本 の

プロー ブまで使 用可能 など性 能のア ップが なされ て
い る。一方,問 題点の多 くは,レ ジス トレーシ ョン

の時 間と,誤 差 に集約で きる。前者 は項 目(6)ですで

に述べたが,後 者 については,各 施設 で大 きく異 な

り1mm以 下 の所か ら4～5mmの 施設 まであ り,大

体2mm前 後が約20施 設 ともっ とも多 かった。特 に
耳科手術 と頭蓋底 手術 において深部 で誤差が大 きく
なる傾 向が み られ てい る。その他 価格,画 像入 力

法,機 械 自体 のサイズ等である。
(10)ナ ビゲー ション手術症例数 について(表2)

29施 設全体 の数 は1,264例 で,領 域別で は鼻科手

術 が最 も多 く904例(71.5%),次 に頭頸部 ・頭蓋底
手術181例(14.3%),耳 科手術179例(14.2%)の 順
であ った。

(11)耳 科手術における手術適応,メ リッ ト,デ メ
リッ トについて

耳科手術の中で手術名および疾患名で記載されて
いた内訳は表2に 示すように,鼓 室形成術,真 珠腫
性中耳炎,聴 神経腫瘍手術の順になっている。具体
的な意見では,乳 突蜂巣の発育の悪い例や再手術例
での骨削開,内 耳,内 耳道の確認,外 耳道閉鎖症な
どに有用であるが,顔 面神経の同定は難 しいなどの
意見があった。またレジス トレーションが難 しいこ
とと術野深部で誤差が大きくなるとの意見が多かっ
た。
(12)鼻 科手術における手術適応 メリッ ト,デ メ

リッ トについて
鼻科手術の中で手術名および疾患名で記載されて

いた内訳は表2に 示 したように,慢 性副鼻腔炎,嚢
胞疾患が圧倒的に多かった。具体的な意見では,特
に再手術症例や危険部位の確認,奇 形症例,多 発嚢
胞の取 り残 しの確認に有用,ま た手術適応の拡大,
教育に有用などの意見が多かった。一方局麻の手術
が困難,ヘ ッドセットのずれ,ま た例数の少ない施
設ではレジス トレーションに時間がかかるなどの意
見があった。その他が162例 あ り,具 体的に記載が
なかったが,そ の多 くは慢性副鼻腔炎,嚢 胞疾患が
含まれると考えられる。
(13)頭 頸 部 ・頭蓋 底手 術 に お け る手 術適 応 メ

リッ ト,デ メ リッ トについて

頭頸部 ・頭蓋底手術の中で手術 名お よび疾患名で

記載 されていた内訳 は表2に 示 した ように,下 垂体
手術,頭 蓋底手術,上 顎腫瘍,鼻 腔腫瘍 の順 となっ
て い る。具体 的 な意見 で は,頭 蓋底 との 関係(距

離),骨 き りライ ンの設定,マ ー ジ ンの確 認,大 血

管 ・硬膜 の確認 に有用 との一方,軟 部組織 での使用
が不便,ヘ ッ ドセ ッ トが邪魔,機 械 が多 く手術室が

煩雑 になるな どの意見があった。 また手術野が変形

する と使用が不可能 になる 「臓器 シフ ト」 の指摘 も
あった。
(14)ナ ビゲーシ ョンシステム を使 ったにも関 わ ら

ず生 じた副損傷,合 併症 について
1施 設 にお いて蝶形骨洞 内で眼動 脈損傷 とい う報

告 があった。詳細 は不明であ るがナ ビ手術 での重要
な問題点 と考 え られ る。
(15)耳 鼻 咽喉科 ・頭 頸部 手術 にお い てナ ビゲ ー

ション手術 は必要 かどうかについて

回答 のあ った91施 設 につ いて,「 必要」 は72施

(337)55
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設,「 必要 はない」は3施 設,ど ち らで もないが16
施設であった。
(16)今 後 機器 の導入あるいは引き続 き使用 して

いきたいかどうかについて

したい と考 えてい る施 設は60施 設,今 の ま まで
よい ・しないが12施 設,い まの ところ どち らで も

ないが18施 設であった。
(17)将 来 どの ような システム を望 むかにつ いて

初心者 で も簡便 に使用 で きる機器 を始め,レ ジス
トレーシ ョンの時間短縮,画 面 の動 きのス ムース な

もの,危 険部位での アラーム機能,安 価,解 像度の
向上,機 械の コンパ ク ト化 な ど現在のハー ド,ソ フ

ト面 の改善希望の他 に,電 子 カルテ と連動で きるも
の,超 音波ナ ビゲー シ ョン,バ ーチ ャルとの連動,
デブ リッダー使用時画面上で切 除範 囲が画像上で消

えてい くようなソフ トなど将来展望 を期待す る意見

も多 かった。

(18)機 器 の導入に際 して支 障 となっていることに

つ いて

や は り高価 とい うことで,リ ースや レンタル契約
を希望す る意見が多かった。
(19)メ ーカーへの希望 について

すで に述べた意見 の他 に,購 入 して しまった場合
に,ソ フ トのバー ジ ョンア ップに どこまで対応 して

くれるのか とい う疑 問 もあった。
(20)ナ ビゲー ション手術全体 につ いての意見につ

いて

使用 した ら後戻 りで きない危険性(特 にこれか ら
手術 を始 める若 い先生),保 険点数化 して欲 しい,

医療事故の減少 につながる,手 術範囲の適応,拡 大
が望 める,ま た印象 に残 った意見 として 「今のナ ビ
は同 じレベルの人が2人 で手術 を してい るような も
ので,将 来 は研修 医の前 に指導医がい るようなその

ようなナ ビシステムを望 む」 という意見 もあ った。

表2　 ナ ビゲーション手術症例
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ま と め

このアンケー ト調査を行ってか ら約1年 が経過す
るが,そ の後機器を購入された施設,ま た脳外科 と
の共有で使用されている施設も増えてきている。ま
た機器各社 もその後システムアップを行い,今 回指
摘されたい くつかの点で具体的に改善が進められて
いると聞 く。今回の調査で明らかになった点をまと
めると,ナ ビゲーションを多 く使用 している施設と
そうでない施設の問で,例 えばレジス トレーション
や機器の扱いなどにおいて大 きな差がみ られた。つ
まり機械に慣れることの重要性が浮き彫 りにされた
ものと考える。このことか ら今後メーカーとも共同
で機械の性能や正 しい使い方,ま たナビ研修会など
を定期的に行 う必要があるものと考える。臨床面に
おいては,今 回の調査で各領域でナビゲーション手
術の有用な適応疾患のあること,ま たその問題点 も
明 らかになった。術前検討において危険を回避 し,
で きるだけ低侵襲な手術 を行 う上で是非 ともナビ
ゲーション手術 を考慮 していただけたらと考える。
ただあ くまでも手術支援装置であり,機 械を過信す
ることのないように注意する必要がある。参考まで
に海外および当教室で行われたアンケー ト調査の結
果のまとめを表3に 示 した。
今 後,機 器 その ものの発展 の他 に,い ろい ろなオ

プ シ ョンが加 わ り,さ らに適応が拡大 されてい くも
の と考 えるが,一 ・方 で高度先進医療 と して,ま た保

険診療 として将来認 め られるように実績 を積 み重 ね
てい く必要 がある と考 える。
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用語解説

【光学式】:プ ローブに付 けられた発光ダイオー ド球
を離れた所か ら赤外線カメラで追跡 し位置認識 を行 う

システム

【磁気式】:術 野 に磁場 をかけ,こ の中でセ ンサーを
動かす ことで位置認識を行 うシステム

【アーム式】:3箇 所で曲がるアームの角度を計算 して
位置認識 を行うシステム

【ワー クステーシ ョン】:画 像処理,位 置認識,誤 差
補正などを行うためのコンピュータ本体

【レジス トレー ション】:患 者の位置 と画像 の位置 と
を合わせ る最 も重要な操作 で手術 開始直前 に行 う。こ

れが正 しく行われないと誤差の原因 となる。

【マーカー法】:顔 面 に数箇所マーカーを貼 り,画 像
を撮影 し,術 直前にこのマーカーで位置合わせ をする

方法

【サーフェイス法】:顔 面表面の任意の約40箇 所の点

表3
米国にお けるアンケー ト調査結果
〔Metson RB et a1, Laryngoscope 110, 2000, 34名 の 医 師

(754症 例)〕

当 科におけるアンケー ト調査結果
〔7名の医師(68症 例)(1997～2000)〕
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で位置合わせをする方法

【オー トレジス トレーシ ョン法】:特 別なヘ ッドセッ
トを付け画像 を撮影 し,手 術前 に同 じヘ ッドセッ トを

付けるだけで 自動的に位置合わせをす る方法

【プローブ】:術 野で位置確認 を行 うための探索棒

(いろいろな手術器具 も登録することでプローブとして
使用できるシステムもある)

パ ネルデ ィスカ ッション1《 バ ーチャル手術 と手術教育 の将来》

人死体標本 を用いた手術 トレーニ ング

東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科学教
室鴻 信 義

おお とり のぶ よ し

I.　はじめに

解剖学は手術の基本であり,解 剖学的知識の習熟
は執刀医となるうえで必須である。解剖学教科書の

模式図や説明文から得た平面的な知識に,人 死体標
本 を用いた解剖実習を通して3次 元的なイメージを
付加すれば,人 体の立体構造 の理解は格段 に深 ま
る。
本稿では,当 教室で行っている人死体標本を用い

た鼻副鼻腔解剖実習を紹介 し,そ の意義,ESSト
レーニングにおける役割,利 点 ・欠点,今 後の展望
などについて述べる。

II.　鼻副鼻腔手術の変遷 と解剖学

副鼻腔は元来,解 剖学的に複雑な構造を有 し,ま
たバリエーション(個 体差や左右差)が 多 く,か つ
薄い骨壁を隔てて重要な臓器が副鼻腔を取 り囲んで
いる。1950年 に高橋が,本 邦で初めて副鼻腔への
鼻内的アプローチを報告1)し て以来,当 教室では
鼻内手術が慢性副鼻腔炎に対するgold standardと
して盛んに行われてきた。しかし元来鼻内手術は,
額帯鏡の光 と裸眼による暗 くて狭い視野で,し かも
死角の多い中での鉗子操作 を余儀なくされるため,
視器障害や頭蓋内合併症など副損傷の発生 も決 して
珍 しくなかった。このため1950～1970年 代にかけ
て,人 死体標本(晒 し頭蓋)を 用いた鼻副鼻腔解剖
の研 究が様 々な角 度か ら行 われ2,3),手術手技 に

feedbackさ れていった。1980年 代 よ り硬性内視鏡
を用いた副鼻腔手術が行われるようになり,全 ての
部位が拡大明視下におかれ,安 全で的確な手術操作
が可能になった。以来,副 損傷の発生頻度は減少 し

てきているが,現 在でもなお諸施設 より合併症の報
告が後を絶たない。
このような状況の中,当 教室では内視鏡下鼻内手

術(以 下ESSと する)研 修会を平成5年 より毎年開
催 し,よ り安全で適切 な手術の実践 を目指 してい
る。全3日 間のコースは,1日 半の講義,1日 の手術
見学お よび半 日の鼻副鼻腔解剖実習か ら構成 され
る。ESSが 臨床実地に広 く普及した現在でも,解 剖
実習を行 う意義は,副 鼻腔限界壁の内側(術 野)と
外側 とを色々な方向から裸眼下あるいは内視鏡下に
観察 し,術 野の形態や術野 と解剖学的危険部位との
位置関係を認識することにある。

III.　鼻副鼻腔解剖実習のポイン ト

解剖実習を行うにあた り念頭に入れてお きたい事
項を,当 教室の高橋 良名誉教授 と内田 豊教授が
"副鼻腔解剖実習の覚え書き"と してまとめてお り,
これを以下に紹介する。
1.　固有鼻腔や節骨洞,蝶 形骨洞の形態を鼻腔側

面,前 鼻孔,あ るいは上顎洞か ら観察する。つ ま
り,副 鼻腔の形態を手術ルー トから眺めてお く。ま
た同時に,手 術 とは関係ない方向からの観察 も必要
である。
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はじめに

耳鼻咽喉科・頭頸部領域は，解剖が複雑で，周辺
に重要な器官，危険部位が隣接し，また個人差を認
めることから，手術部位をリアルタイムに確認し，
安全で確実な手術をめざしてナビゲーションシステ
ムが 1997年から国内で本格的に導入されるように
なった。現在，日本の耳鼻咽喉科主要医療施設の
内，約 40施設でナビゲーション手術が行われ，そ

の有用性に関する数多くの報告がなされている。今
回，日本コンピュータ外科学会が主導で 2007年に
行われたナビゲーション手術に関する全国アンケー
ト調査結果と 2003年のアンケート結果とを対比し
て報告する。

1． ナビゲーション手術の実態

アンケート調査は，全国主要耳鼻咽喉科医療施設
の内 103施設から回答が得られた。その内ナビゲー

耳鼻咽喉科ナビゲーション手術の現状
―2003年，2007年全国アンケート調査結果報告―
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ション使用経験施設は 42（41％）であった。ちな
みに 2003年に耳鼻咽喉科ナビゲーション研究会主
導で行われたアンケート調査1）では，98施設から回
答が得られ，内ナビゲーション使用経験施設は 29
施設（30％）であった（表 1，図 2）。導入年は 1997
年に 1施設で始まりその後 2～3年で急に増加して
いる（図 2）。

2． 使用された機種

2003年の時点では，国産のものも 3機種ほど存
在し，機械式アーム型も使用されていたが，今日で
は，そのほとんどが光学式になり主に海外のものが

使用されている（図 3）。またソフト，ハードとも
にバージョンアップがなされ，レジストレーション
方法，時間および精度も大幅に改善されてきてい
る。

3． 機器および所有状況

導入時期は，1997年にさかのぼるが，当時は脳
外科との共有から StealthStationが最も多く，次に
耳鼻科領域に特化された InstaTrakが使用されてい
た。私どもの施設では EVANSを耳鼻科用に改良し
初期から使用していた。今日では前 2機種に加えて
StealthStation TRIA Plus，Smarter Vision，Kolibri
ENTなどが比較的安価で，操作が簡便なことから
人気を集めている。しかし病院予算の関係などから
耳鼻科単独で所有する施設は 6施設に限られている
（表 2，図 4・5）。

4． ワークステーション操作者

業者：医師の比率では，3：4程度と医師が多か
ったが，2008年から特別な例を除き術中の業者の

表 1 ナビゲーション手術アンケート調査施設

調査期間 2004～2006年 1997～2003年

全施設 187施設

耳鼻咽喉科 103 98

整形外科 35

脳外科 30

その他 19

図 3 使用機種（方式別）

図 1 ナビゲーションの使用経験（施設数）

図 4 機器の購入状況（施設数）

図 2 ナビゲーション機器の導入年（施設数）
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立ち入りが規制されたため医師の負担が増えるもの
と考えられる。

5． レジストレーション

初期の機種は，顔面にマーカーを張る fiducial
marker法が多かったが，今日では顔面の表面をな
ぞるトレーサータイプやレーザーで走査するタイプ
が登場し，簡便で短時間に行えるようになってきて
いる（図 6）。レジストレーションに要する時間は，
2003年の時点では平均で 10分～20分を要していた
が，2007年では多くが 10分以内に短縮されてきて
いる（図 7）。

6． プローブ，他

レジストレーションの際に用いられるプローブ
は，メーカーのものが使用されているが，術中は任
意の器具に反射球が取り付けられるタイプが増えて

きている。

7． ナビゲーション手術症例数

ナビゲーション手術症例数は，2003年の調査で
は総数 1,264例で，今回は 1,471例と増加している。
中でも鼻科領域の手術の比率は，2004～2006年は
986例（67％）と数では増加しているが，比率でみ

表 2 最新のナビゲーション機器の比較

方式 レジストレーション 操作 精度 価格 その他

StealthStation
TREON
TRIA

（メドトロニック社）

光学式
光学式

トレーサー（数分）
トレーサー（数分）

タッチパネル
タッチパネル

＜1.0mm
＜1.0mm

高価
中価

汎用性に優れる
汎用性に優れる

Vector Vision ENT
Kolibri ENT
（ブレインラボ社）

光学式
光学式

レーザー（30秒）
レーザー（30秒）

タッチパネル
タッチパネル

＜1.0mm
＜2.0mm

高価
安価

汎用性に優れる
小型軽量

Smarter Vision
（日本ストライカー社）

光学式 ポイント＆サーフェイス
（十数分）

手元操作 ＜1.0mm 中価 ラップトップ入力

InstaTrak
3500 Plus

（GE横河メディカル社）
磁気式 ヘッドセット（自動）

（数分）
タッチパネル

ターゲットトラック
＜2.0mm 安価 鼻科専用

図 6 レジストレーションの方式（複数回答）図 5 機器の所有状況（施設数）

図 7 レジストレーションの平均時間
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ると耳科領域の手術が増えたことによって相対的に
減少している（図 8）。

8． ナビゲーション手術の必要度

必要度を「絶対適応」と「それ以外」に分けたと
ころ，耳科手術における「絶対適応」数は 49/327
例（15％），鼻科手術では 269/986例（27％），頭
頸部手術では 27/158例（17％）であった（図 9）。

9． 耳科ナビゲーション手術

症例数では，鼓室形成術，人工内耳植え込み術，
聴神経腫瘍の順となっているが，必要度からみると
「絶対必要」は，外耳道形成術（奇形症例），錐体尖
端部の手術など深部の構造がわからない，あるいは
直視できない部位でニーズが高いものと考えられる
（表 3）。
術中の誤差については，2mm以下の施設が多い
が，2～3mmの施設が 2施設ある（図 10）。特に耳
科領域はレジストレーションにおいて狭い領域で，
指標となる解剖部位が取り難いことが指摘されてい
る。

10． 鼻科ナビゲーション手術

症例数では，慢性副鼻腔炎，嚢胞，汎副鼻腔根本

術の順に多いが，絶対適応の例数，頻度で見ると副
鼻腔嚢胞手術が最も多くなっている。具体的には多
胞性嚢胞，骨壁の厚い孤立性嚢胞などの手術で有用
性が示されている。その他の疾患は症例数も少ない
が，ESS下の鼻性髄液漏閉鎖術や先天性の後鼻孔閉
鎖例で特に骨性閉鎖の場合，また涙嚢鼻腔吻合術の
再発例で，涙管が瘢痕化しライトガイドができない
場合は絶対適応と考えられる（表 4）。
術中の誤差については，1～2mm以下の施設が多
いが，それ以上の施設も若干見られる（図 11）。鼻
科領域では，レジストレーションも安定し，誤差も
かなり少なくなってきているが，初期導入時は不慣
れのためにどうしても安定しない傾向がみられた。

11． 頭頸部ナビゲーション手術

症例数では，頭蓋底手術，上顎全摘術の順とな
り，絶対適応の例数，頻度では頭蓋底手術，副鼻腔
腫瘍手術で多くなっている。1施設で頸部郭清術が
だんとつに多くなっているが，その詳細は不明であ
る（表 5）。具体的な疾患としては，骨腫，線維性
骨異形成症，鼻咽腔血管線維腫，茎状突起異常例，
上顎全摘術などの手術で有用性が示されている。ま
た頭蓋底手術ではナビゲーションを使用することで
無駄に術野を拡大することなく顔面深部および頭蓋
底の目的とする部位に到達できること，腫瘍の完全
摘出，術野のオリエンテーション，副損傷の軽減と
手術時間の短縮において有用性がみられている。
術中の誤差については，1～3mmの施設が多かっ

た（図 12）。これは他の領域の手術と違って手術範
囲が広いこと，また手術部位によっては臓器シフト
が生じることが考えられる。

図 8 ナビゲーション手術症例数の比較 図 10 耳科ナビゲーション手術の術中誤差

図 9 領域別の絶対適応例数
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12． ナビゲーション手術中のトラブル

マーカーのずれが最も多く，それに伴う精度の低
下が次に多くなっている。その他にワークステーシ

ョンのフリーズなどが続く。機器の進歩とともに
2003年の頃に比べそのトラブルは大幅に減ってき
たように思われる（図 13）。

13． ナビゲーション手術を拒む理由

最大の理由は，価格の問題で，機種，方式によっ
て異なるが上位機種では 4～5千万円になる。次に

表 3 耳科ナビゲーション手術の内訳

103施設（2004～2006年）

病院数 総症例数 総絶対必要数

外耳道手術
外耳道形成
外耳道摘出術
顔面神経手術
顔面神経減荷術
鼓室・乳突洞手術
鼓室形成術
鼓室形成（真珠腫，錐体尖真珠腫）
乳突洞削開（真珠腫）
人工内耳埋込み
錐体尖端部
側頭骨手術
中耳・内耳手術
聴神経腫瘍

3
1

2

5
3
1
2
2
2
1
2

15
1

1

216
8
1

54
3
2
2

24

13

1

23
5
1

12
3
1
1
0

表 4 鼻科ナビゲーション手術の内訳

103施設（2004～2006年）

総症例数 総絶対必要数

ESS／副鼻腔手術
慢性副鼻腔炎
慢性副鼻腔炎再発
上顎洞術
前頭洞手術
蝶形骨洞
篩骨洞術
副鼻腔真菌症
嚢胞手術
副鼻腔嚢胞
前頭洞嚢胞
蝶形骨洞嚢胞
腫瘍手術
鼻副鼻腔腫瘍
内視鏡下副鼻腔腫瘍生検
乳頭腫手術
涙嚢鼻腔吻合術
汎副鼻腔根本
ESSと鼻外前頭洞手術
上顎骨形成術
眼窩吹き抜け骨折

459
34
3
9

23
4
1

241
3
3

42
2

20
2

132
6
1
1

73
8
3
5
8
3
1

129
3

12
2

0
50
6
1
1

図 11 鼻科ナビゲーション手術の術中誤差

図 12 頭頸部ナビゲーション手術の術中誤差
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レジストレーションやセッティングに要する時間が
問題となっている（図 14）。

14． ナビゲーション手術の必要性，機
器の継続，購入

約 8割の施設で，その必要性が認識され，今後継
続あるいは購入したい希望のあることが明らかとな
った（図 15）。

15． ナビゲーション手術の評価と問題点

ナビゲーション手術による合併症について，アン

ケート結果では，髄液漏が 3例，ヘッドバンドによ
る前頭部の皮膚発赤残存が 1例報告されている。文
献的に最近，米国コロンビア大学から興味ある報告2）

があり，image―guided ESS（60例）と non―image―
guided ESS（179例）の比較で，メジャーな合併症
の比率は両者（6.6％ vs 5.6％）で有意差はみられ
なかったが，唯一術中の髄液漏の比率は（0％ vs 2.2
％）と non―image―guided ESSで高かったと報告さ
れている。

最 後 に

平成 20年度の診療報酬改定の中に，鼻副鼻腔領
域，頭蓋底領域，脊椎，椎体骨領域の手術でナビゲ
ーション加算（2,000点）が新しく収載されること
が決定された。長年の念願であった保険適応が認め
られたことは関係者の努力の成果であり，コンピュ
ータ外科領域にとっても飛躍的な進歩と考える。参
考までに今回適応が認められた手術一覧表を提示し

表 5 頭頸部ナビゲーション手術の内訳

103施設（2004～2006年）

病院数 総症例数 総絶対必要数

頭蓋底手術
頭蓋底手術
前頭蓋底腫瘍切除
中頭蓋底手術
上顎全摘
乳頭腫摘出術
経上頭洞的副鼻腔腫瘍摘出
顔面神経開放
頸部郭清術
蝶形洞腫瘍生検
上咽頭腫瘍生検

4
2
1
1
1
1
1
1
1
1

8
23
13
6
2
3
1

100
1
1

6
22
13

2
3

0

1

図 13 ナビゲーション手術中のトラブル（複数回答）

図 15 ナビゲーション手術の必要性

図 14 ナビゲーション手術を拒む理由
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た（表 6）。ただ今回設定された点数は，現在の機
器の価格からするとあまりにも低いもので，今後，
機器メーカーとの交渉の中で低価格化をめざす一
方，学会としても新たな領域の点数設定および高点
数化を要望していく必要があると考える。
最後にナビゲーションアンケート調査（2007年）

にご協力いただいた全国 103の耳鼻咽喉科施設に深
謝いたします。
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表 耳鼻咽喉科・頭頸部領域のナビゲーション加算（2,000点）対象手術
（平成 20年 3月 5日付け，厚労省通達）

広範囲頭蓋底腫瘍手術（K151―2）
視神経管開放術（K158）
頭蓋骨腫瘍摘出術（K161）
経耳的聴神経腫瘍摘出術（K170）
経鼻的下垂体腫瘍摘出術（K171）
眼窩内腫瘍摘出術（深在性）（K235）
眼窩悪性腫瘍手術（K236）
中耳・側頭骨腫瘍摘出術（K313）
中耳悪性腫瘍手術（K314）
鼻副鼻腔腫瘍摘出術（K342）
鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（K343）
鼻内 ESS手術
上顎洞（K349）
篩骨洞（K353）
前頭洞（K355）
蝶形骨洞（K357）

前頭洞充填術（K350）

上顎洞血瘤腫手術（K351）

上顎洞根本術（K352）

篩骨洞鼻外手術（K354）

前頭洞根本術（K356）

上顎洞・篩骨洞根本術（K358）

前頭洞・篩骨洞根本術（K359）

篩骨洞・蝶形骨洞手術（K360）

上顎洞・篩骨洞・蝶形骨洞根本術（K361）

上顎洞・篩骨洞・前頭洞根本術（K362）

前頭洞・篩骨洞・蝶形骨洞根本術（K363）

汎副鼻腔根本術（K364）

翼突管神経切除術（経上顎洞）（K365）
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Summary

CURRENT STATUS OF NAVIGATION SURGERY IN

OTORHINOLARYNGOLOGY

�A QUESTIONAIRE SURVEY IN 2015TH YEAR�

Kazuyasu Baba, MD1�2�

Koichi Tomoda, MD2�

1) Department of Otolaryngology,

Kansai Medical University

2) Otolaryngology,

Osaka Dental University

Since the navigation surgery started in otolaryngology
and head and neck surgery, about 20 years has passed.
The total number of institutions taken the navigation
surgery was 136/163�83%�, in which the university
hospital was 68�42%�, municipal hospital/medical cen-
ter was 68�42%�, particularly diffusion rate rose by the
university hospital. Regarding the registration, the sur-
face method was the mainstream, and its time was
shortened around 15 minutes as well as convenience.
About precision and error, the intraoperative average er-
ror was one or two mm. The number of navigation sur-

gery cases considerably increased in the nasal surgery
with 11,473 cases�91%�. On the other hand, the num-
ber of otology and head and neck surgery were 9%.
The ratio of “the absolute need” was 36% in ear cases,
26% in nasal cases and drastically increased 71% in head
and neck cases. The answer to the question “which
part you were necessary to be concrete” was the confir-
mation of the petrous part lesion, the meatal atresia, the
orientation of the subtotal excision of temporal bone,
unusual cochlear implant in the otology, a paranasal
cyst, a chronic sinusitis recurrence�a frontal sinus�, a
nasal cavity tumor�papilloma etc.�, choanal atresia, a
recurrence of the nasolacrimal duct in rhinology, and
skull base surgery, maxillary cancer, pituitary gland sur-
gery, clivus surgery, epipharynx angiofibroma and endo-
scopic endonasal skull base surgery in head and neck
field. The necessity of the navigation surgery was
“need” in 153/163 institutions�83%�, “not need” in 0
�0%�, “unclear” in 8�5%�. About the complication,

three liquorrhea was reported. The development as a
new technology is expected in future.

Key words�questionnaire survey, surgical indica-
tion, navigation surgery
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耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会 会則 

                                
１、 本会を「耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会」と称し、耳鼻咽喉科・頭頚部外

科手術における手術支援機器ならびにナビゲーションの適応、応用、問題点などを検

討し、さらに精度の高い有用な機器の開発、改良ならびに先進医療を進めるととも

に、会員相互の交流、親善をはかることを目的とする。 

 

２、本会の事務局を関西医科大学耳鼻咽喉科学教室に置く。 

 

３、会員は医師、医療機器関係者で構成される。 

 

４、世話人会は、代表世話人(1 名)、世話人（若干名）、監事(2 名)、顧問（若干名）で構成

される。 

  世話人、監事、顧問の推薦は世話人会で決定する。再任は妨げない。 

顧問は、本研究会に多大な貢献をされた方。但し議決権は有さない。 

 

5、本会の目的を遂行するために次の事業を行う 

  １）原則として年 1 回の研究会を開催する。 

  ２）研究会会長は世話人会によって決定する。 

 

6、世話人会は研究会当日および必要に応じて実施する。 

7、会費は研究会当日に参加費として徴収する。 

8、世話人会、研究会開催にあたっての運営費用の細目は、会長に一任する。 

9、会計年度は、次回研究会開催までとする。 

   

 本会則は平成 12 年 11 月 25 日をもって発足する。 

   本会則は平成 13 年 11 月 24 日に改定した。 

本会則は平成 16 年 11 月 13 日に改定した。 

本会則は平成 22 年 10 月 23 日に改定した。 

   本会則は平成 23 年 11 月 5 日に改定した。 
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耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会世話人ほか 

 

代表世話人： 友 田  幸 一  （関西医科大学学長） 

世話人：      朝 蔭 孝 宏 （東京医科歯科大） 

  飯 田  政 弘  （東海大学医学部耳鼻咽喉科教授） 

  宇佐美 真 一 （信州大学医学部耳鼻咽喉科教授） 

  大 森  孝 一  （京都大学耳鼻咽喉科教授） 

 欠 畑  誠 司  （山形大学耳鼻咽喉科教授） 

  肥 塚    泉  （聖マリアンナ医科大学耳鼻咽喉科教授） 

  小 島  博 己  （東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科教授） 

  阪 上  雅 史  （兵庫医科大学耳鼻咽喉科教授） 

  將 積 日出男 （富山医科薬科大学耳鼻咽喉科教授） 

  鈴 木  幹 男  （琉球大学医学部耳鼻咽喉科教授） 

  曾 根 三千彦 （名古屋大学耳鼻咽喉科教授） 

  竹 内  裕 美  （鳥取大学耳鼻咽喉科教授） 

  塚 原  清 彰  （東京医科大学耳鼻咽喉科教授） 

  堀 井     新  （新潟大学耳鼻咽喉科教授） 

  中 川  尚 志 （九州大学耳鼻咽喉科教授） 

  春 名  眞 一  （獨協医科大学耳鼻咽喉科教授） 

  平 川  勝 洋  （広島大学耳鼻咽喉科教授） 

  福 田     諭  （北海道大学医学部耳鼻咽喉科教授） 

  藤 枝  重 治  （福井大学医学部耳鼻咽喉科教授） 

  松 原     篤  （弘前大学耳鼻咽喉科教授） 

  峯 田  周 幸  （浜松医科大学耳鼻咽喉科教授） 

  三 輪  高 喜   （金沢医科大学耳鼻咽喉科教授） 

  村 上  信 五  （名古屋市立大学医学部耳鼻咽喉科教授） 

  山 下  裕 司  （山口大学医学部耳鼻咽喉科教授） 

  保 富  宗 城  （和歌山県立医科大学耳鼻咽喉科教授） 

  山 岨  達 也  （東京大学医学部耳鼻咽喉科教授） 

  吉 崎  智 一  （金沢大学医学部耳鼻咽喉科教授） 

 

監 事：     森 山     寛  （東京慈恵会医科大学耳鼻咽喉科名誉教授） 

  

顧 問：     小松崎    篤  （東京医科歯科大学名誉教授） 

  山 下  敏 夫  （関西医科大学理事長） 

  古 川     仭  （金沢大学副学長、名誉教授） 

55



  渡 辺  行 雄  （富山大学医学部耳鼻咽喉科名誉教授） 

  伊 藤  壽 一  （京都大学医学部耳鼻咽喉科名誉教授） 

  岸 本  誠 司  （東京医科歯科大学頭頸部外科名誉教授） 

  鈴 木     衞  （東京医科大学耳鼻咽喉科名誉教授） 

  北 野  博 也  （鳥取大学医学部耳鼻咽喉科名誉教授） 

  小 宗  静 男  （九州大学医学部耳鼻咽喉科名誉教授） 

  中 島     務  （名古屋大学医学部耳鼻咽喉科名誉教授） 

  斎 藤     等  （福井大学医学部耳鼻咽喉科名誉教授） 

 

事務局幹事：  馬 場  一 泰  （大阪歯科大学准教授） 

 

           平成28年10月22日現在（五十音順、敬称略）計41名 
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編 集 後 記 
 

耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究会 
事務局幹事 馬場一泰 

 
私は第 10 回研究会から参加させていただき、第 13 回から前任の村田英之先生から引き継ぎ現在まで事

務局幹事を担当させていただいております。この度本記録集の編集ならびに後記を執筆することになり

幹事冥利に尽きる仕事と感謝しております。さて本研究会に参加するきっかけとなったのは、勤務地の

移動に伴い、当時はまだ珍しかったナビゲーションシステムを使用するきっかけがあったのですが、ナ

ビゲーションシステムに関する情報が乏しく、友田幸一先生が立ち上げられた本研究会の存在を知りま

した。研究会報告が掲載されている耳鼻咽喉科展望会誌を参考にさせていただくことも多々ありまし

た。本記録集では、耳鼻咽喉科展望会のご協力を頂き、耳鼻咽喉科展望会誌からの抜粋として、過去の

発表を掲載させていただきました。ご参考になれば幸いです。又、添付のＣＤは、記録集のＰＤＦおよ

び過去の発表リストのエクセルファイルが入っております。こちらもご活用いただければ幸いです。 
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